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【 写 真 】いまりんモーモちゃんによる交通安全キャンペーン（４月 12 日撮影：山代西小学校） 【 写 真 】いまりんモーモちゃんによる交通安全キャンペーン（４月 12 日撮影：山代西小学校） 
入学の日にいまりんモーモちゃんと交通安全のおやくそくをした新 1 年生入学の日にいまりんモーモちゃんと交通安全のおやくそくをした新 1 年生
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問
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先

問
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先
　
消
防
調
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課
消
防
団
係

　
消
防
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整
課
消
防
団
係（
☎
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８
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地
域
を
守
る
消
防
団

　
　
〜
地
元
愛
が
原
動
力
〜

伊
万
里
市
消
防
団
と
は

　
伊
万
里
市
消
防
団
は
、
昭
和
29

年
４
月
に
伊
万
里
市
制
が
ス
タ
ー

ト
し
た
と
き
に
旧
町
村
の
消
防
団

が
統
合
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
当

時
は
、
団
本
部
、
旧
町
村
別
消
防

団
が
そ
れ
ぞ
れ
12
の
分
団
に
編
成

さ
れ
て
い
て
、
約
３
３
０
０
人
が

所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
団
本
部
と
11
分
団
に
編

成
さ
れ
て
い
て
、
団
本
部
に
は
、

女
性
部
と
ラ
ッ
パ
隊
が
あ
り
、
ま

　
消
防
団
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
郷
土

愛
護
や
奉
仕
の
精
神
を
持
つ
市
民

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
火
災
発
生
時
の
消
火
や
災
害

発
生
時
の
救
助
な
ど
、
地
域
住
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常

時
に
は
、
訓
練
や
応
急
手
当
の
指

導
、
住
民
へ
の
防
火
指
導
、
広
報

活
動
な
ど
地
域
の
防
災
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
消
防
団
で
す
が
、
現
在

全
国
的
に
団
員
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
団
員
が

年
々
減
少
し
て
い
て
、
団
員
の
確

保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
て
、
災
害
時
に
動
員
力
が
あ
る

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
あ

り
、
今
後
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

団
の
活
性
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
、
男
性
だ
け
で
は

な
く
女
性
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
伊
万
里
市
を
目
指
し

て
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

た
、
各
分
団
は
、
５
〜
10
の
部
で

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員
は
、

８
８
６
人
（
令
和
５
年
４
月
現
在
）

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
消
防
団
で
す
が
、
現
在

団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

団
員
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
近
年
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
女
性
部

の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆伊万里市消防団の組織図
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消
防
団
女
性
部
は
、
消
防
団
活

動
に
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る

た
め
に
平
成
３
年
に
結
成
し
、
現

在
は
14
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
と
い
え
ば
、
主
に
消
火

活
動
や
災
害
支
援
の
活
動
を
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
そ
の
ほ

か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
女
性
部
は
、
女
性
な

ら
で
は
の
ソ
フ
ト
面
を
活い

か
し

て
、
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
防
火

を
呼
び
か
け
た
り
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
た
り
す

る
な
ど
、
火
災
予
防
啓
発
運
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
応

急
手
当
指
導
員
の
資
格
を
取
得

し
、
救
急
救
命
の
普
及
活
動
も
行

う
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
活
動

を
目
指
し
て
「
も
し
も
！
」
の
と

き
に
備
え
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
現
在
、
活
躍
し
て

い
る
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。

女
性
が
輝
け
る
消
防
団

入団する前に不安はありましたか

入団してよかったことはありますか

入団しようか迷っている人にメッセージをお願いします

　前職で、職場が同じだった当時の副分団長に誘わ
れて入団しました。近くに心強い先輩がいてくれた
ので自分も頑張ってみようと思い入団しました。

　現役の女性消防団員から誘いを受けました。女性消
防団が応急手当をしている姿が印象に残り、自分も
そのような啓発活動がしたいと考えて入団しました。

↑ 救命訓練の様子

川内 里美 さん
入団６年目

加藤 奈津実 さん
入団３年目

　入団する前は、集団行動が求められる消防団活動
ができるかどうか不安でしたが、女性部部長をはじ
め、仲間に恵まれてここまで続けてこられています。

　毎日いろいろと忙しいなかで、入団することを家
族に賛成してもらえるかどうか心配でしたが、快く
背中を押してくれました。

　今までは、あまり交友関係が広くありませんでし
たが、入団後は、交友関係が広がりました。住民が
安心して暮らせるように頑張ります。

　応急手当や防災に関することなど、日常生活や子
育て中の『いざ』と言うときに活かせる知識が身に
付きました。

　防災のことをたくさん勉強することができます。
人生の中で必ず役立つ日がくると思います。興味が
ある人は入団をお勧めします！

　女性だからできること、仲間がいるからできるこ
とが多くあります。災害が多い昨今だからこそ、日
常にも役立つことがたくさんありますよ !

beforeafter

女性消防団員　インタビュー

before after

特 集特 集   　地域を守る消防団　〜地元愛が原動力〜

入団のきっかけは何でしたか
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第
２
部
（
団
員
）

平
嶋
　
浩こ
う

太た

郎ろ
う

（
木
須
西
）

　生まれ育った地元に貢献した
いと思い、入団しました。毎月
１日と 15 日に広報活動を行っ
ています。
　これからも地元の人たちが安
心して生活できるように消防団
の活動を頑張っていきます。

　いろいろな訓練や講習を受け
て、防災に関する知識などを身
につけたいと思います。
　自主的な防災意識を深めるこ
とができるような活動を行って
いきたいと思います。

伊万里分団伊万里分団

　令和４年４月に入団しました。
最初は活動内容が分かりません
でしたが、周りの団員から手助
けしてもらい、今は楽しく実の
ある活動をしています。まだ未
熟ですが地元の人たちに認めて
もらえるような団員になってい
きたいと思っています。

第
10
部
（
団
員
）

松
尾
　
泰た
い

由ゆ
（
新
天
町
）

　平成 29 年４月に入団しまし
た。入団当初は、どのような活
動をしていくのか分からず不安
でしたが、周りの人たちに優し
く教えてもらい、今は楽しく活
動しています。
　これから地元の人たちのため
に活動を頑張りたいと思います。

大坪分団大坪分団 団本部団本部

女
性
部
兼

ラ
ッ
パ
隊
（
団
員
）

副
島
　
真ま

美み
（
岩
　
谷
）

第
１
部
（
団
員
）

川
添
　
智ち

徳と
く

（
岩
　
谷
）

大川内分団大川内分団

　　
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
身
分
は
、
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
消
防
組
織
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
一
定
の

報
酬
は
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
状
況
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
ふ
だ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

伊
万
里
市
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー

プ
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
部
（
団
員
）

伊い

﨑さ
き

　
進し
ん

一い
ち

（
塩
　
屋
）

　訓練を積み重ねて、消防団の
一員としての自覚を持ち、先輩
たちの指導のもと、一日も早く
一人前の消防団員になりたいと
思います。
　黒川町が安全で安心して暮ら
せるまちになるよう、消防団活
動に精励したいと思います。

黒川分団黒川分団

各
分
団
の
ホ
ー
プ
団
員
を
紹
介
し
ま
す

第
６
部
（
団
員
）

奈
良
﨑
　
謙け
ん

斗と

（
筒
　
井
）

　令和３年４月に入団しまし
た。日々の広報活動やさまざま
な訓練に取り組み、消防団員と
して伊万里市に貢献したいと考
えています。
　先輩たちに教わりながら消防
団活動を頑張っていきたいと思
います。

波多津分団波多津分団

令和５年市消防出初式（１月 15 日）令和５年市消防出初式（１月 15 日）

　　
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
ふ
だ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

伊
万
里
市
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
団
員
の
身
分
は
、
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
消
防
組
織
法
に
定

め
ら
れ
て
い
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
一
定
の
報
酬

は
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
状
況
で
、
市
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー
プ
団
員

を
紹
介
し
ま
す
。
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第
２
部
（
団
員
）

平
山
　
篤あ
つ

志し
（
駒
　
鳴
）

　入団して２年目になります。入
団当初は、ポンプ点検など分か
らないことばかりでしたが、先
輩たちに一つ一つ丁寧に教えて
もらいながら、自分なりに頑張っ
ています。
　少しでも地元に貢献できたら
と思っています。

第
４
部
（
班
長
）

井
手
　
大だ
い

斗と
（
原
屋
敷
）

　小さい頃から消防団が活動し
ている姿を見ていました。地元
に就職することができたので、
少しでも市民の力になれればと
思い入団しました。
　地元の皆さんの役に立てるよ
う、立派な消防団員になりたい
と思います。

第
１
部
（
団
員
）

西
山
　
洸こ
う

平へ
い

（
川
　
東
）

大川分団大川分団 南波多分団南波多分団

二里分団二里分団

　消防団の先輩たちに誘っても
らい入団しました。入団したこ
とで、これまで縁が無かった先
輩たちとつながりができ、社交
性も身に付いて、とてもよい経
験をしています。
　広報活動や訓練に取り組み、
地域に役立てるよう頑張ります。

　
私
た
ち
伊
万
里
市
消
防
団
員
の
原
動
力
は
、
地
元

愛
で
す
。『
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
守
り
た

い
』
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
火
災
発
生
時
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
気
象

変
化
に
よ
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
て
い
る
消
防
団
へ
の
期
待
が
、
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
人
が
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
消
防
団
員
と
し
て
一
緒
に
活
動
し

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
入
団
を
待
っ
て
い
ま
す
。

第
２
部
（
団
員
）

梅
村
　

梅
村
　
太太だ
い
だ
い

地地ちち
（
長
　
浜
）

　令和３年４月に入団しました。
入団当初は、消防団活動につい
てよくわかりませんでした。訓
練や広報活動など先輩たちから
指導を受け、少しずつ活動に慣
れてきました。地元の人から一
人前の消防団員として認められ
るよう精進したいと思います。

東山代分団東山代分団

第
１
部
（
班
長
）

古
川
　
健け
ん

太た
（
下
　
分
）

　平成 31 年に入団しました。
コロナ禍で訓練があまりできま
せんでした。そのため、不慣れ
なことが多いので、今後は訓練
に積極的に参加して、地元の人
たちから頼りにされるような、
一人前の消防団員になれるよう
訓練に励みたいと思います。

松浦分団松浦分団

第
１
部
（
班
長
）

石
橋
　
政ま
さ

典の
り

（
楠
久
津
）

　山代町に転入したことをきっ
かけに誘ってもらい、入団しま
した。見ず知らずの土地で先輩や
地元の皆さんにいろいろ教えて
もらい、今は班長をしています。
まだ分からないことばかりです
が、少しでも地元に貢献できる
よう努力していこうと思います。

山代分団山代分団

伊万里市消防団
団 長　池田 義幸

消防団にあなたの『力』を !
入団者を募集しています
　18 歳以上で、市内に居住している人は誰でも
入団することができます。消防団に興味がある人
や入団を希望する人の連絡をお待ちしています。

● 問合先
　伊万里・有田消防組合　伊万里消防署内
　消防調整課消防団係
　電　話　23-2118
　ＦＡＸ　22-7598
　E メール　shoubou-chousei@city.imari.lg.jp

特 集特 集   　地域を守る消防団　〜地元愛が原動力〜
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みんなの広場

↑ サガン鳥栖サッカースクールのコーチの熱心な技術指導を
受ける参加児童たち

第 28 回伊万里っ子キッズスポーツフェスティバル

サガン鳥栖によるサッカー教室

サガン鳥栖の元選手とサガン鳥栖サッカースクールの

コーチを指導者に招き、市内の年少児から小学校６年生ま

でを対象にキッズサッカーとサッカー教室がありました。

国見台武道館であったキッズサッカーでは、子どもたちが

和気あいあいとサッカーを体験していました。体育館で

あったサッカー教室では、本格的な技の指導を子どもた

ちが真剣な表情で聞いていました。ＦＣ伊万里ファイター

ズの伊葉琥
こ

珀
はく

さん（当時東山代小６年）は、「中学生になっ

ても、今日の指導をプレーに生かしたい」と話しました。

市立黒川幼稚園閉園式・思い出の会

いっぱい遊んだ黒川幼稚園ありがとう

昭和 53 年に開園し、市で唯一の公立幼稚園だった黒

川幼稚園の閉園式がありました。式典では、山口仁
ひと

美
み

園長と園児代表の田中悠
ゆう

仁
と

さんが、松本定教育長に園

旗を返還し、園は幼児教育を担うその役目を終えま

した。その後、育友会が開いた思い出の会では、卒

園児６人を含む園児９人が、ハンドベルできれいな

音色を奏でました。最後は、歴代の園長や園歌を作

曲した永
なが

吉
よし

伊
い

知
ち

子
こ

さんなどを含めた約 60 人で園歌

を斉唱し、慣れ親しんだ学び舎
や

に別れを告げました。

↑ 山口園長（右から２人目）と園児の田中さん（同１人目）
が松本教育長に園旗を返還

松浦健康増進施設落成式

まちづくりに貢献する施設が完成

松浦コミュニティセンターの西隣に完成した松浦健康増

進施設の落成式がありました。佐賀県西部広域環境組合

では、さが西部クリーンセンターの建設に伴う地域振興

策として、これまで自治公民館や消防団詰所の整備、道

路の改修、グラウンド・ゴルフ場と球技場の新設に取

り組んできていて、今回ですべての施設が完成しまし

た。落成式で、さが西部クリーンセンター対策協議会の

高田泰彦会長は「幼児から高齢者までの幅広い世代が集

い、過ごせる施設が完成し喜ばしい」と話していました。

↑ 松浦健康増進施設の完成を記念したテープカット

3.25 3.21

↑ 閉園式・思い出の会終了後に行われた園児たちによる記念
碑の除幕

↑ 最後の園歌斉唱で元気よく歌う園児と出席者たち

3.19
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３
月
26
日
に
伊
万
里
中
学
校
の

新
校
舎
内
覧
会
が
あ
り
ま
し
た
。

内
覧
会
に
は
、
伊
万
里
中
学
校
の

卒
業
生
な
ど
28
人
が
訪
れ
、
４
階

建
て
の
新
校
舎
内
を
、
市
の
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学

し
ま
し
た
。

　
新
校
舎
は
、
耐
震
に
問
題
が

あ
っ
た
旧
校
舎
を
建
て
替
え
る
た

め
、
令
和
元
年
９
月
に
建
設
を
始

め
て
、
令
和
４
年
５
月
に
完
成
し

ま
し
た
。
全
館
空
調
や
校
舎
内
の

段
差
を
無
く
す
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
校
舎
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
落
成
式
は
、
令
和
５
年
度
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
や
剣
道
場
の
建

設
な
ど
が
完
了
し
た
あ
と
に
行
う

予
定
で
す
。

伊

万

里

中

学

校

新

校

舎

内

覧

会
↑廊下から実習室を見学する参加者たち

郷

土

の

文

化

財

史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡
調
査
事
業

〜
日
峯
社
下
窯
跡
の
調
査
成
果
①
〜

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
６
２
）

田
の
岩
谷
川
内
で
作
ら
れ
始
め
、

１
６
６
０
年
代
に
大
川
内
山
へ

と
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
初
期
か
ら
盛
期
、
さ
ら

に
時
代
の
変
遷
を
た
ど
り
な
が

ら
廃
藩
置
県
と
な
る
明
治
４
年

（
１
８
７
１
年
）
ま
で
、
そ
の
生

産
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
峯
社
下
窯
跡
は
有
田
か
ら

大
川
内
山
へ
の
移
転
後
、
最
初

に
鍋
島
焼
を
焼
成
し
た
窯
で
す
。

一
般
的
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る

鍋
島
焼
は
盛
期
の
製
品
が
多
い

の
で
す
が
、
初
期
の
鍋
島
焼
は

盛
期
と
は
趣
の
違
う
製
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
大
川
内

山
に
あ
る
国
史
跡
大
川
内
鍋
島

窯
跡
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
指
定
地
内
に

あ
る
日に

っ

峯ぽ
う

社し
ゃ

下し
た

窯か
ま

跡あ
と

の
発
掘
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
発

掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
12
回

に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
川
内
山
で
は
佐
賀
藩
が
将

軍
家
へ
献
上
す
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
た
特
別
あ
つ
ら
え
の

焼
き
物
で
あ
る
『
鍋
島
焼
』
を

藩
直
営
の
厳
し
い
管
理
の
も
と

で
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

　
鍋
島
焼
は
文
献
や
発
掘
調
査

な
ど
か
ら
１
６
５
０
年
代
に
有

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
も
し
ろ
く
て
、
た
め
に
な
る
動
画

『
じ
ん
け
ん
か
わ
ら
ば
ん
』　

　
私
た
ち
は
幸
せ
に
な
る
た
め
に

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
世
界
人
権

宣
言
や
日
本
国
憲
法
は
私
た
ち
の

幸
せ
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
社
会

に
は
、
幸
せ
を
妨
げ
る
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
災
害
や
交
通
事
故
、

犯
罪
、
い
じ
め
、
環
境
問
題
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
、
数
え
出
す
と
気
が
重
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
人
権
問
題
も
そ

の
一
つ
で
あ
り
、
決
し
て
特
別
な

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
一
日
も
早

く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
共

通
の
課
題
な
の
で
す
。

　
さ
て
、『
じ
ん
け
ん
か
わ
ら
ば

ん
』
を
ご
存
じ
で
す
か
。
市
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
イ

ト
『
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）』
で
配
信
し
て
い
る

人
権
啓
発
動
画
で
す
。
私
た
ち
の

身
近
な
『
人
権
問
題
』
を
テ
ー
マ

に
職
員
が
出
演
し
、
シ
リ
ー
ズ
で

制
作
を
し
て
い
ま
す
。
手
持
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

気
軽
に
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
続
々
と
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
動
画
は
、

『
じ
ん
け
ん
か
わ
ら
ば
ん
』
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係（
☎
23
‐
３
１
８
６
）

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎｏ．２６４

最新のおすすめ動画を紹介

腹話術で人権をお届けします

講談で差別の正体に迫ります

人権をメロディーで奏でます

↑盛期の鍋島焼（直径 20.5 ㎝）

↑初期の鍋島焼（直径 14.8 ㎝）
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ほがらか

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　両親が健康に産んでくれたことで
す。畑仕事が好きで、毎日、山代町
の畑に通い、野菜作りをしています。

堤 春夫 さん（西円蔵寺）
３月 30 日生まれ

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　おおらかな気持ちでいることです。
炭酸飲料や好物のから揚げ、スナッ
ク菓子を食べることが楽しみです。

池田 滿
みつる

 さん（柳井町）
３月 25 日生まれ

　
伊
万
里
実
業
高
校
の
フ
ー
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
が
、
規
格
外
の
フ

ル
ー
ツ
缶
詰
を
使
っ
た
フ
ル
ー
ツ

ゼ
リ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。
フ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
で
は
、
規
格

外
食
品
を
活
用
し
た
加
工
品
の
製

造
を
通
し
て
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
取
り
組
み
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
商
品
開
発
は
、
高
校
の

卒
業
生
が
勤
務
す
る
輸
出
入
品
の

通
関
な
ど
を
行
う
九
州
海
陸
運
輸

株
式
会
社
（
黒
川
町
）
か
ら
、
製

品
検
査
で
缶
が
変
形
し
た
こ
と
な

ど
で
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ
た
フ

ル
ー
ツ
缶
の
提
供
が
あ
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
フ

ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
の
製
造
は
、
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
科
が
行
い
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
、
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
部
は
、
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
を

二
里
小
学
校
の
留
守
家
庭
児
童
ク

ラ
ブ
に
お
や
つ
と
し
て
寄
贈
し
、

ま
た
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と

規
格
外
の
フ
ル
ー
ツ
缶
を
使
っ
た

フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
を
寄
贈

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
手
作
り
の
紙

芝
居
を
披
露
す
る
な
ど
、
児
童
に

食
育
活
動
に
つ
い
て
教
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
久
保
田
遥
菜
さ
ん
（
３

年
）
は
、「
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。
紙

芝
居
を
み
て
食
品
ロ
ス
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
好
き
嫌
い
せ
ず

に
ご
飯
を
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

↑ フルーツゼリーを食べる児童たち
に感想を尋ねる部員たち

　

３
月
21
日
、
伊
万
里
青
年
会
議

所
が
、
楠
久
津
公
園
（
山
代
町
）

に
、
３
人
制
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
、
３
×
３
（
ス
リ
ー
・
エ
ッ

ク
ス
・
ス
リ
ー
）
用
の
コ
ー
ト
を

設
置
し
、
伊
万
里
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
の
開
催
が
近

づ
く
な
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
堤

悠
樹
理
事
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
に

気
軽
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
触
れ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
、
市
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
の
吉
武
幾い

く

二じ

郎ろ
う

会
長
と
、
伊
万
里
市
市
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
北
野
優
雅

さ
ん
（
楠
久
津
）
が
謝
辞
を
伝
え

ま
し
た
。

　
完
成
し
た
コ
ー
ト
は
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
う
え
で
誰
で

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
×
３
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
を
寄
贈↑ 堤理事長（中央）と吉武会長（左

から1人目）と北野さん（同３人目）

　百歳の誕生日を迎えられた人に、長寿を祝って
記念の飾り皿を贈呈しました。

百寿記念品贈呈

↑ 紙芝居のテーマは『ス
トップ食品ロス』

初は
つ

孫ま
ご

か  
五ご

月が

つ

に
薫か

お

る  

風か
ぜ

を
受う

け

　
　
　
　  
元げ

ん

気き

に
泳お

よ

ぐ  

真ま

鯉ご
い

に
緋ひ

鯉ご
い西に

し

　
泰た
い

然ぜ
ん

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

米よ
ね

岡お
か

　
す
み
れ

し
っ
と
り
と  

芽め

吹ぶ

き
促

う
な
が

し  

若わ
か

葉ば

雨あ
め
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ほがらか

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

ア ル バ ム

わが家の

鈴木 千
ち

遥
はる

さん

＊健介・彩さんの長女

＊船屋町

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ

ぽ
で
た
く
さ
ん
の
お
友
達
が
で

き
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
楽
し

か
っ
た
ね
☆
幼

稚
園
で
も
た
く

さ
ん
お
友
達
を

作
っ
て
、
毎
日

に
こ
に
こ
笑
顔

で
過
し
て
ね
♥

(     )３歳
３か月

　
わ
た
し
は
マ
イ
ペ
ー
ス
♪
お

出
か
け
前
に
テ
レ
ビ
に
夢
中
に

な
る
と
、
あ
と
３
分
ま
っ
て
て
と

言
っ
ち
ゃ
う
の
♥
今
は
お
医
者

さ
ん
ご
っ
ご
が
大
好
き
☆
い
つ

も
お
医
者
さ
ん
バ
ッ
ク
を
持
っ

て
お
出
か
け
す
る
よ
♪
好
き
な

食
べ
物
は
い
ち
ご
と
ゼ
リ
ー
♬

いまり 決まり！で、

働くなら

川口 陽
ひ

和
より

 さん

（19歳・黒川町大黒川）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
金
融
窓
口
で
貯
金
を
扱
う
仕
事

な
ど
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
ミ
ス
を
し
な
い
こ
と
、
分
か
ら

な
い
こ
と
は
先
輩
に
聞
く
こ

と
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
相
続
に
関
す
る
知
識
な
ど
を
覚

え
て
、
で
き
る
こ
と
を
増
や
す

こ
と
や
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
名

前
と
顔
を
覚
え
る
こ
と
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ

　
笑
顔
と
優
し
い
と
こ
ろ
で
す

◇
趣
味
・
特
技

　
猫
の
世
話
が
得
意
で
、
す
ぐ
に

懐
い
て
く
れ
ま
す

◇
市
民
へ
一
言

　
健
康
第
一
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

◆ 伊万里市農業協同組合
　北部支所（黒川町）
◆ 令和４年４月入社

● 問合先　長寿社会課介護給付係（ 　 ☎ 23-2154）

資格を生かして働く　〜医療・介護・福祉の仕事〜

　市内の医療機関や福祉施設などでは、看護師や介護福祉士、社会福祉士、保育士などの資格を生かして、それぞ
れの専門分野のプロとして、誇りを持ち、生き生きと働いている人たちがいます。
　このコーナーでは、さまざまな職種とその仕事の魅力を紹介していきます。

vol.10vol.10
ホームヘルパーホームヘルパー

社会福祉法人長生会
長生園ホームヘルプサービス

西山　　恵 さん（左）
濵地　真弓 さん（右）

ホームヘルパー
に な っ た き っ
かけ

介護の仕事に興味を持ち、介護福祉士の資格を取得しました。
施設介護の経験を重ねていく中で、在宅で生活する人たちにも
寄り添った介護をしていきたいと思ったからです。

大切にしている
こと

その人の想
おも

いや自立した生活をサポートできるよう、責任感を持ち、
的確な判断力を養い、その人らしい生活を過ごしてもらうことです。

仕事のやりがい
利用者が、気さくに何でも話してくれたときや、頼りにしてもら
えたと実感したとき、喜びの言葉が聞け、笑顔が見られたときです。

ホームヘルパー
を目指す人へ

利用者に感謝されたり利用者の言葉に助けられたり人生の先輩
から多くのことを学べる魅力的な仕事です。マンツーマンでの
個別対応が基本で、大変なこともありますが、利用者と近い距
離で介護の仕事を行いたい人にはお勧めです。

調理の希望を確認する西山さん調理の希望を確認する西山さん

　住み慣れた地域の中で、自宅で自分らしい生活を続けていけるよう、介護

サービスの提供を行う仕事です。介護サービスでは、入浴や排泄、食事、衣

服の着脱、自身のできることの見守りなどの身体的な介護と調理や洗濯、掃除、

買い物の援助や代行をする家事援助サービスを行うなど、生活をサポートし

ています。

ホームヘルパーはどんな仕事
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スポーツ

伊万里ホッケークラブ２選手が
U12 ホッケーオールスター戦
に出場
下平　悠

ゆ

萌
め

香
か

さん（青嶺中学校１年）
仙
せん

名
みょう

　晴
はる

輝
き

さん（伊万里中学校１年）
◆ 開催日　３月４・５日

◆ 場　所　大井ホッケー競技場（東京都）

5 月の市民スポーツ

３日（水・祝）・４日（木・祝）

● 国見台陸上競技選手権大会

　午前９時開会　国見台陸上競技場

７日（日）

● パラスポーツ大会〜競技記録会〜兼

全障スポ佐賀県代表選手選考会

　午前 10 時開会　国見台陸上競技場

ほか

14 日（日）

● 市長杯争奪ソフトテニス大会

　午前８時 30 分開会　国見台庭球場

20 日（土）〜 22 日（月）

● 第 45 回西日本軟式野球大会（１部）

〔国民スポーツ大会リハーサル大会〕

　午前９時開会　国見台野球場ほか

※国見台野球場での開催は 20・21 日

のみです。

26 日（金）

● 市老連グラウンド・ゴルフ大会

　午前８時 30 分開会

　国見台陸上競技場・球技場

27 日（土）

● 伊西地区中体連卓球競技錬成大会

　午前９時開会　国見台体育館

27 日（土）・28 日（日）

● 市長旗争奪中学生野球大会

　午前９時 30 分開会　国見台野球場

伊万里スポーツフェスティバル対象大会結果 

伊万里スポーツフェスティバル成績（最終結果）
地区・町名 合計点数 順　位 地区・町名 合計点数 順　位

伊万里 22   ９ 南波多 42   ２

牧　島  ８  12 大　川 18  10

大　坪 35   ４ 松　浦  ８ 12

立　花 35   ４ 二　里 61   １

大川内  ９  11 東山代 28   ６

黒　川 38   ３ 山　代 24   ７

波多津 24   ７

対象大会 種　別 第 1 位 第２位 第３位

市民グラウンド・ゴ
ルフ大会 団体戦 二里町 伊万里地区 伊万里地区 東山代町

【ソフトボール】県
民スポーツ大会予選
会

一般Ａ 大川町 大坪地区 二里町 波多津町

一般Ｂ 立花地区 南波多町 東山代町 山代町

【軟式野球】県民ス
ポーツ大会予選会

一般Ａ 波多津町 黒川町 立花地区 南波多町

一般Ｂ 立花地区 大川町 山代町 東山代町

市子ども会連合会球
技大会〔ドッチビー〕 ー 山代町 立花地区 大坪地区

市長杯争奪市民ゲー
トボール大会 ー 東山代町 波多津町 南波多町

市長旗争奪青年相撲
大会 団体戦 二里町 黒川町 ー ー

市民ペタンク大会 ー 黒川町 二里町 南波多町

市民アジャタ大会 大坪地区 二里町 南波多町

市民ゴルフ大会 ー 南波多町 立花地区 大坪地区

【陸上】市内一周駅伝
競走大会 ー 二里町 黒川町 伊万里地区

第
４
回
伊
万
里
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
心
身
と

も
に
健
や
か
な
人
と
地
域
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
単
位
の
地
区
・
町
対
抗
で
、

年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
る
対
象

大
会
の
結
果
で
順
位
を
競
う
も
の

で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
っ
た

令
和
４
年
度
は
、
全
10
種
目
に
約

１
７
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
、

楽
し
み
な
が
ら
も
白
熱
し
た
戦
い

を
見
せ
ま
し
た
。

　
成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
対
象
大
会
の
う
ち
、

卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
中
止
し

ま
し
た
。

↑ 4 月１日の表彰式の様子

下平さん下平さん 仙名さん仙名さん
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伊
万
里
市
民
賞

伊
万
里
市
民
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
３
月
16
日
、
多
く
の
市
民
に
大

き
な
夢
や
感
動
、
明
る
い
話
題
を

届
け
、
伊
万
里
の
名
声
を
大
き
く

広
め
た
栄
誉
と
功
績
を
た
た
え
、

高
森
薫

か
お
る
さ
ん
に
『
伊
万
里
市
民
賞
』

を
贈
り
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
民
賞
は
、
平
成
18
年

１
月
に
創
設
し
、
産
業
や
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
活
躍

し
、
全
国
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
受
賞
は
、
16
人
と

２
団
体
で
、
今
回
を
あ
わ
せ
る
と

19
件
に
な
り
ま
す
。

↑表彰式の様子

　
高
森
薫
さ
ん
は
、
第
47
回
『
ご

は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
』
作
文
・

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
図
画
部
門
に

お
い
て
、
最
高
賞
と
な
る
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
３
歳
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
主
催
し
て
い
た
お
母
さ

ん
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
や
小
学
校
６

年
生
で
応
募
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
も
好
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。
写
実
的
に
描
く
こ
と
や
動

物
を
描
く
こ
と
が
得
意
だ
と
話
す

高
森
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
の
高
校

生
活
に
向
け
て
「
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
。
美
術
や
勉
学
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

インフォメーションi

高森 薫さん（上ノ山）

どっちゃんどっちゃん祭り祭り ５月28日（日）開催５月28日（日）開催

第 32回　第 32回　

●  問合先　シティプロモーション推進課観光振興
係内　伊万里の夏・どっちゃん祭り実行委員会
事務局（　☎ 20-9031）

時　間 イベント内容

正午〜 開会宣言、佐賀県警音楽隊の演奏

午後１時〜 伊万里子ども太鼓の会演奏

午後１時 30 分〜 どっちゃんダンシング（１部）

午後２時 50 分〜 どっちゃん音楽フェスティバル

午後４時 00 分〜 どっちゃんダンシング（２部）

午後５時 20 分〜 大道芸人パフォーマンス

午後６時 10 分〜 伊万里津物語『入船』（伊万里太鼓）、女みこし

午後６時 35 分〜 市長・会長あいさつ、餅投げ、どっちゃん抽選会

午後７時 15 分〜 みんなで踊ろうどっちゃん祭り（総踊り）

午後７時 45 分〜 伊万里津物語『出船』（伊万里太鼓）、女みこし

午前 10 時〜
午後９時

物産展〔中央駐車場、駅前公園〕

※イベント内容は変更になる場合があります。

◆会　場　伊万里市街地　◆ステージ　浜町交差点

◆５月 28 日（日）通行規制情報
● 本町バイパス（市道八谷搦・上伊万里線）
▷本岡金物店前〜浜町交差点

　午前８時〜午後 11 時

▷浜町交差点〜セントラルパーキング前

　午前９時〜午後 11 時

● 駅通り（市道伊万里駅前・松島線）
▷居酒屋すたーと前〜相生橋北詰

　午前９時〜午後 11 時

　　祭りのフィナーレを飾る『女みこし』の
担ぎ手を募集します。市内外問わず、元気
な女性の参加を待っています。
● 応募資格　中学生以上の女性

※ 学生の場合、学校と保護者の同意が必要
です。同意書は、市ホームページでダウ
ンロードできます。

● 応募方法　電話
●  応募先　シティプロモーション推進課

（☎ 0955-20-9031）

女みこし担ぎ手を募集しています女みこし担ぎ手を募集しています
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インフォメーションi インフォメーションi

体
に
適
用
す
る
同
法
の
規
定
が
、

地
方
議
会
は
原
則
適
用
対
象
外
と

な
る
た
め
、
独
自
の
条
例
を
制
定

し
た
も
の
で
す
。

■ 

伊
万
里
市
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
伊
万
里
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
伴

い
、
伊
万
里
市
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
に
議
会
の
審
議

会
機
能
な
ど
を
追
加
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
委
員
　
久
保
三さ

ん

四し

郎ろ
う

氏
の
任
期

が
６
月
30
日
で
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
同
氏
を
再
推
薦
し
た
も
の

で
す
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

８
人
の
議
員
か
ら
23
項
目
の
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
特
別
委

員
会
か
ら
開
催
結
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
28
日

か
ら
３
月
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
令
和
５
年

度
予
算
議
案
７
件
の
ほ
か
、
条
例
議
案
８
件
、
一
般
議
案
４

件
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
議
案
４
件
、
諮
問
１
件
、
報
告

２
件
、
議
会
議
案
２
件
の
審
議
、
ま
た
、
一
般
市
政
に
対
す

る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
な
ど
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
、
異
議
な
い
旨
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

件
を
見
直
す
た
め
、
条
例
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の

額
を
40
万
８
０
０
０
円
か
ら

48
万
８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る

た
め
、条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■ 

消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
定
す
る

た
め
、条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
委
員
　
酒さ

け

見み

良
り
ょ
う

司じ

氏
の
任
期
が

■ 

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
で
、

就
学
前
児
童
の
医
療
費
を
全
額
助

成
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
高
校

生
な
ど
の
入
院
を
助
成
対
象
に
加

え
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

■ 

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
佐
賀
県
の
補
助
制
度
の
改
正
に

伴
い
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医

療
費
の
助
成
で
、
助
成
対
象
の
要

条
例
議
案

６
月
23
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
同
氏
を
再
任
す
る
も
の
で
す
。

■ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
（
３
件
）

　
委
員
　
松
尾
正ま

さ

巳み

氏
、
田
中
悦え

つ

幸ゆ
き

氏
、
松
本
修
二
氏
の
任
期
が
、
そ

れ
ぞ
れ
３
月
31
日
で
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
松
本
氏
を
再
任
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
松
尾
美
津
子

氏
と
中
尾
健
児
氏
を
選
任
し
た
も

の
で
す
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

　
歳
入
で
は
、
市
内
企
業
の
大
規

模
な
設
備
投
資
の
効
果
な
ど
に
よ

る
市
税
の
大
幅
な
増
加
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
伊
万
里
中
学
校
や

東
山
代
小
学
校
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

委
員
会
報
告

セ
ン
タ
ー
等
複
合
施
設
の
整
備
、

老
朽
化
し
た
道
路
や
橋
り
ょ
う
の

大
規
模
な
改
良
や
補
修
な
ど
の
投

資
的
経
費
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
施
策
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
な

ど
、
真
に
必
要
な
事
業
を
強
力
に

推
し
進
め
な
が
ら
も
、
財
政
の

健
全
化
を
両
立
し
た
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。
予
算
総
額
は

３
１
６
億
９
６
０
０
万
円
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
別
冊
『
令
和
５
年

度
予
算
特
集
号
』
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
億
３
４
０
４
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
、補
正
後
の

予
算
総
額
は
３
３
７
億
９
５
４
７

万
６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
募
集
事
業

１
億
６
６
６
８
万
円

▽
た
め
池
整
備
促
進
事
業

７
５
５
０
万
円

▽
消
防
団
施
設
整
備
支
援
事
業

１
５
０
万
円

■ 

伊
万
里
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
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子どもの医療費助成制度を拡大しました子どもの医療費助成制度を拡大しました
● 問合先　子育て支援課子育て支援係（　☎ 23-2310）

１ 就学前児童の医療費が無料になります

　医療機関の窓口で、これまでどおり自己負担金（子どもの医療費受給資格者証を提示したあとの負担金）を支払っ

てください。そのあとに子育て支援課に医療費助成の申請をすることで、助成を受けるこができます。

● 申請に必要なもの　※次の３点を必ず市役所に持参してください。

▷保険点数が確認することができる領収書、または医療機関からの証明書

▷子どもの医療費受給資格者証と助成対象者（子ども）の保険証

▷振り込みを希望する口座の通帳

２ 高校生などの入院費用の一部を助成します

　令和５年４月診療分から、子どもの医療費助成について、就学前児童の医療費は無料になりました。また、高校

生などの入院費用の一部を助成しています。

自己負担額（１医療機関
１か月あたり）
入院　1,000 円
通院　500 円を２回まで

自己負担額
入院　０円
通院　０円
※ 市役所での申請が必要

令和４年度まで
（令和５年３月診療分まで）

拡
大

就学前児童
（６歳になった年度
の３月 31 日まで）

◆就学前児童の医療費無料の助成を受けるためには手続きが必要です

　医療機関の窓口で、これまでどおり一部負担金（健康保険証を提示した後の負担金）を支払ってください。その

あとで、子育て支援課に医療費助成の申請をすることで、助成を受けることができます。

● 申請に必要なもの　※次の３点を必ず持参してください。

▷保険点数が確認することができる領収書、または医療機関からの証明書

▷助成対象者（子ども）の保険証

▷振り込みを希望する口座の通帳

令和５年度〜

（令和５年４月診療分〜）

助成なし

自己負担額（１医療機関
１か月あたり）
入院　1,000 円
※ 市役所での申請が必要

令和４年度まで

（令和５年３月診療分まで）

拡
大

高 校 生（18 歳 に
なった年度の３月
31 日まで）

令和５年度〜

（令和５年４月診療分〜）

◆高校生などの入院費用の一部助成を受けるためには手続きが必要です
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軟式野球競技

●  大会名　イマリンビーチチャレンジカップＯ W Ｓ

競技大会
● 日　程　９月 10 日（日）
● 場　所　イマリンビーチ

● 大会名　第 45 回西日本軟式野球大会

※県内６市町による共同開催
● 日　程　５月 20 日（土）〜 22 日（月）

※伊万里市での開催は、20・21 日
● 場　所　国見台野球場
● 参加チーム　成年男子 26 チーム

ビーチバレーボール競技

●  大会名　全九州ビーチバレーボールジュニア選手

権大会
● 日　程　７月 15 日（土）・16 日（日）
● 場　所　イマリンビーチ
● 参加チーム　少年男女各 32 チーム

オープンウォータースイミング競技

●  大会名　全日本社会人ホッケー選手権大会
● 日　程　10 月 21 日（土）〜 25 日（水）
● 場　所　伊万里ホッケーフィールド、国見台球技場
●  参加チーム　成年男子 26 チーム、成年女子 14

チーム

ホッケー競技

フライングディスク競技

●  大会名　第 23 回全国障害者スポーツ大会『ＳＡ

ＧＡ 2024』リハーサル大会
● 日　程　令和６年４月 27 日（土）・28 日（日）
● 場　所　国見台陸上競技場

　令和６年にＳＡＧＡ 2024 国スポ・全障スポが開催されるにあたり、リハーサル大会の開催が決定しました。市

では、令和 5 年に国スポ４競技、令和６年に全障スポ１競技が行われます。

　西日本の代表選手たちが集まる軟式野球大会を皮切りに、九州各県のビーチバレーボールのジュニア選手やオー

プンウォータースイミングの選手、全国で活躍しているホッケー選手たちがやってきます。この機会に、会場に足

を運び競技の魅力を体感してください。
■ リハーサル大会とは・・・競技会場になる市町と競技団体が、競技運営の習熟を図ることや、市民に競技への関

心や理解を深めてもらい、国スポ・全障スポの本大会に向けて盛り上がりを高めていくために開催されるものです。

ＳＡＧＡ 2024 に向けて
情報発信しています！

FacebookInstagram Twitter

ＳＡＧＡ 2024 国スポ・全障スポ
競技別リハーサル大会開催決定 !

国見台野球場国見台野球場 イマリンビーチイマリンビーチ

伊万里ホッケーフィールド伊万里ホッケーフィールド

国見台陸上競技場国見台陸上競技場

● 問合先　国スポ・全障スポ推進課（　☎ 23-2198）
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ＳＡＧＡ 2 0 2 4 　497 日前イベント ５月27日（土）

開催

スポＧＯＭＩ in ＩＭＡＲＩスポＧＯＭＩ in ＩＭＡＲＩ
＆＆ビーチバレーボール体験会ビーチバレーボール体験会

　制限時間内にチームでごみを拾い、ごみの積載量でポイントを競う『スポＧＯＭＩ』を行います。また、国内で

活躍しているプロのビーチバレーボール選手や元オリンピック選手を招いて、ビーチバレーボールのエキシビジョ

ンマッチと競技体験会を開催します。参加した人には、『スポＧＯＭＩ』オリジナルＴシャツをプレゼントします。

● 時　間　午前８時 45 分〜

※受け付けは午前８時 30 分〜

● 場　所　イマリンビーチ

※小雨の場合は決行します。

● ゲスト

　高尾　和行さん（アトランタオリンピック出場、佐賀県出身）

※ このほか、今年度のビーチバレーボールジャパンツアーオフィシャル

　ランキングで上位のプロ選手４人が参加予定です。

● 内　容

【スポＧＯＭＩ ｉｎ ＩＭＡＲＩ】　午前９時〜

　制限時間内に拾ったごみの量と種類によって獲得したポイントを競います。

※参加者には、受け付けのときにポリ袋と軍手、火ばさみを貸与します。

【ビーチバレーボールエキシビジョンマッチ】　午前 10 時 15 分〜

　全国を舞台に活躍されているプロ選手による試合を行います。

【ビーチバレーボール体験会】　午前 11 時 10 分〜

　ゲスト選手と佐賀県バレーボール協会が指導します。

● 参加料　無料

● 申込方法

▷スポＧＯＭＩ ｉｎ ＩＭＡＲＩ

　申込用紙に必要事項を記入して、国スポ・全障スポ推進課、または各コミュニティセンターに提出してください。

※５人以下のチームで申し込んでください。

※ 12 歳以下のみのチームの場合、必ず保護者の同伴が必要です。

▷エキシビジョンマッチ

　申し込みの必要はありません。

▷ビーチバレーボール体験会

　佐賀県バレーボール協会ホームページ（http://sagavollyball.ec-net.jp）から申し込んでください。↑

● 参加人数

▷スポＧＯＭＩ ｉｎ ＩＭＡＲＩ　50 人（先着順）

▷ビーチバレーボール体験会　20 人程度（先着順）

● 応募期限　５月 18 日（木）

● 問合先　国スポ・全障スポ推進課（　☎ 23-2198）

高尾 和行 さん
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組織体制の強化と人事異動を行いました

体制強化の取り組み
● 問合先  総務課職員係（☎ 23-2127）

◆国スポ・全障スポ推進課内の係再編（教育委員会）
　令和５年度から始まるリハーサル大会をはじめ、令和６年度の本大会の円滑な開催に向けて体制強化を図るため、専
任課長の配置や競技係を分割し全体で３係体制（総務係、競技１係、競技２係）としました。

◆公園係を新設（建設農林水産部）
　市内各地の公園について、安全かつ快適に利用できる市民の憩いの場になるよう、都市公園や自然公園などすべての
公園を一元的な管理へ移行し、効率的で効果的な維持管理を進めるため、都市政策課内に公園係を新設しました。

◆組織の見直しなど
▷ 総務部収納管理課単税徴収準備室を廃止し、収納管理係に業務を統合しました。また、債権管理係を廃止し、滞納整

理係に業務を統合しました。
▷ 総合政策部情報政策課内の業務デジタル化推進室を情報政策係と統合し、情報政策係の名称をデジタル化推進係に改

めました。
▷ 建設農林水産部道路河川課内の地籍調査室を廃止し、土木管理係に業務を統合しました。
▷ 上下水道部管理課内の業務を各事業の専門係へ再編しました。

　議会事務局長のほか、総務部秘書課副課長や長寿社会課副課長、健康づくり課副課長に女性職員を積極的に登用す
るなど、新たな視点や発想による更なる市民サービスの向上を目指します。
▷副部長級　０人→ １人　▷課長級　　４人→ ２人　▷副課長級　11 人→ 14 人　▷係長級　　33 人→ 36 人
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係
長
級
　
33
人
】

▽
総
務
部
総
務
課
職
員
係
長
＝
南

亮
介
▽
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

長
＝
川
本
真
昭
▽
総
務
部
収
納
管

理
課
滞
納
整
理
係
長
＝
蒲
地
史
▽

総
務
部
契
約
監
理
課
契
約
監
理
係

長
＝
前
田
怜
子
▽
総
合
政
策
部
企

画
政
策
課
企
画
２
係
長
＝
中
山
裕

文
▽
総
合
政
策
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
係
長

（
兼
）
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

係
長
＝
三
原
隆
広
▽
総
合
政
策
部

財
政
課
ふ
る
さ
と
応
援
係
長
（
兼
）

管
財
係
＝
太
田
美
鈴
▽
総
合
政
策

部
情
報
政
策
課
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

係
長
＝
松
本
泰
道
▽
総
合
政
策
部

情
報
政
策
課
広
報
係
長
＝
中
島
友

輝
▽
総
合
政
策
部
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
課
就
活
・
移
住
支
援
係
長

＝
岡
本
英
久
▽
総
合
政
策
部
伊
万

里
湾
総
合
開
発
課
港
湾
振
興
係
長

＝
田
中
寛
子
▽
市
民
交
流
部
人

権
・
同
和
対
策
課
隣
保
館
副
館
長

＝
福
本
憲
亮
▽
市
民
交
流
部
市
民

課
年
金
保
険
係
長
＝
松
本
良
子
▽

市
民
交
流
部
ま
ち
づ
く
り
課
牧
島

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
（
兼
）
市
民
課
牧
島
分
室

係
長
（
併
）
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
兼
）

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
＝

水
野
理
恵
▽
市
民
交
流
部
ま
ち
づ

く
り
課
黒
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
総
務

部
黒
川
出
張
所
主
任
（
併
）
教
育

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
兼
）
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
＝
中
島
邦
美
▽
市
民
交

流
部
ま
ち
づ
く
り
課
二
里
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

（
兼
）
総
務
部
二
里
出
張
所
主
任

（
併
）
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
（
兼
）
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
＝
多
賀
桜

▽
市
民
交
流
部
ま
ち
づ
く
り
課
山

代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
副
セ

ン
タ
ー
長
（
兼
）
総
務
部
山
代
出

張
所
主
任
（
併
）
教
育
委
員
会
事

務
局
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
兼
）
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
＝
白
壁
佳
代
子
▽
健
康
福
部
長

寿
社
会
課
介
護
給
付
係
長
＝
吉
浦

芙
美
▽
健
康
福
祉
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
係
長
＝
畑

島
博
美
▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
長
（
兼
）
障
が
い
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
＝
吉
岡

理
絵
▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
保
護

係
長
＝
小
林
由
紀
子
▽
健
康
福
祉

部
子
育
て
支
援
課
保
育
係
長
（
兼
）

病
後
児
保
育
室
す
こ
や
か
室
長
＝

松
尾
美
由
紀
▽
健
康
福
祉
部
大
坪

保
育
園
主
任
保
育
士
＝
山
下
純
子

▽
健
康
福
祉
部
松
浦
保
育
園
主
任

保
育
士
＝
福
本
ア
ヤ
▽
建
設
農
林

水
産
部
農
山
漁
村
整
備
課
農
地
農

村
係
長
＝
山
﨑
豪
▽
建
設
農
林
水

産
部
道
路
河
川
課
土
木
管
理
係
副

主
幹
＝
井
手
清
一
▽
上
下
水
道
部

管
理
課
下
水
道
管
理
係
長
＝
西
洋

史
▽
上
下
水
道
部
水
道
施
設
課
水

道
維
持
係
長
＝
大
川
内
慎
二
▽
監

査
委
員
事
務
局
係
長
（
併
）
公
平

委
員
会
事
務
局
係
長
＝
前
田
秀
一

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務

課
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
係
長
＝

乾
裕
美
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
学

校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管

理
係
長
＝
西
山
一
史
▽
教
育
委
員

会
事
務
局
生
涯
学
習
課
人
権
・
同

和
教
育
係
長
（
併
）
市
民
交
流
部

人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和

対
策
係
＝
芦
原
拓
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
推
進

課
総
務
係
長
＝
佐
藤
拓
郎

【
主
査
・
主
任
　
21
人
】

▽
総
務
部
（
主
査
）
＝
川
口
吉
野
、

原
達
朗
、
冨
岡
宏
一
郎
、
今
泉
武

士
▽
市
民
交
流
部
（
主
査
）
＝
久

保
田
明
子
、
林
飛
鳥
、
古
賀
淳
子
、

金
子
祐
介
▽
市
民
交
流
部
（
主
査
）

（
併
）
教
育
委
員
会
事
務
局
＝
市

丸
優
子
▽
市
民
交
流
部
（
主
査
）

（
兼
）
総
務
部
（
併
）
教
育
委
員
会

事
務
局
＝
吉
田
宏
治
▽
市
民
交
流

部
（
主
査
待
遇
）
＝
稲
澤
庫
雄
▽

健
康
福
祉
部
大
坪
保
育
園
（
主
査
）

＝
大
野
恵
充
▽
健
康
福
祉
部
松
浦

保
育
園
（
主
査
）
＝
諸
石
陽
子
▽

建
設
農
林
水
産
部
（
主
査
）
＝
西

浩
一
郎
、
池
田
次
郎
、
松
尾
希
美
、

坂
口
幸
司
、
田
代
み
ゆ
き
▽
上
下

水
道
部
（
主
査
）（
併
）
市
民
交
流

部
＝
大
川
内
卓
己
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
（
主
任
）
＝
山
﨑
秀
人
▽

教
育
委
員
会
事
務
局
（
主
査
）
＝

冨
岡
尚
子

【
一
般
職
員
　
57
人
】

▽
（
併
）
総
務
部
＝
川
内
充
、
三

浦
孝
洋
、
前
田
裕
義
、
田
代
康
平
、

山
口
貴
輝
、
川
原
博
隆
▽
総
務
部

総
務
課
付
（
佐
賀
県
派
遣
）
＝
宇

都
宮
渉
▽
総
務
部
＝
江
口
裕
典
、

原
口
葉
月
、
松
田
一
気
、
久
我
龍

太
郎
、
前
田
日
華
里
、
福
田
真
実

▽
総
合
政
策
部
＝
市
丸
浩
人
、
川

原
本
気
、
松
尾
清
実
、
川
端
歩
果
、

川
﨑
雅
和
、
井
本
久
子
、
野
村
和

也
▽
市
民
交
流
部
＝
樋
口
大
真
、

山
口
真
理
恵
▽
健
康
福
祉
部
＝
松

尾
賢
治
、
片
山
理
恵
、
奥
野
春

樹
、
江
﨑
早
耶
佳
、
松
尾
潤
、
松

本
隆
佑
▽
（
併
）
健
康
福
祉
部
＝

井
手
亮
太
▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課

付
（
伊
万
里
市
社
会
福
祉
協
議
会

派
遣
）
＝
今
泉
志
保
▽
健
康
福
祉

部
大
坪
保
育
園
＝
山
口
恵
佳
、
古

川
沙
織
、
平
原
由
香
、
筒
井
美
香

▽
健
康
福
祉
部
松
浦
保
育
園
＝
地

原
有
香
▽
健
康
福
祉
部
大
川
保
育

園
＝
前
田
京
子
▽
健
康
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
付
（
社
会
福
祉
法
人

伊
万
里
福
祉
会
南
波
多
保
育
園
派

遣
）
＝
池
田
龍
招
▽
健
康
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
付
＝
草
場
圭
子
、

前
山
智
香
▽
建
設
農
林
水
産
部
＝

中
島
悠
貴
、
田
中
博
敏
、
小
松
由

季
、
栗
原
尚
輝
、
小
嶋
伊
織
、
小

野
慶
太
、
田
尻
将
平
、
荒
久
田
光

俊
▽
議
会
事
務
局
＝
酒
谷
恵
美
▽

上
下
水
道
部
＝
桑
本
祥
平
、
橋
本

龍
一
郎
、
山
口
豊
彦
、
栗
原
蓮
、

藤
吉
隆
也
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

＝
大
草
哲
平
、
山
田
剛
、
鶴
智
子

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
（
併
）
市

民
交
流
部
＝
重
田
清
佳

【
新
規
採
用
　
19
人
】

▽
総
務
部
＝
黒
髪
友
梨
、
古
川
彩

▽
市
民
交
流
部
＝
坂
口
真
那
美
、

前
田
遥
、
古
舘
瑞
貴
、
山
口
佳
洋

▽
市
民
交
流
部
（
兼
）
総
務
部
（
併
）

教
育
委
員
会
事
務
局
＝
力
武
采
音

▽
健
康
福
祉
部
＝
中
島
新
理
、
松

尾
望
乃
華
、
熊
川
真
優
子
、
小
林

真
夕
、
中
里
祥
太
朗
、
川
田
健
登

▽
建
設
農
林
水
産
部
＝
栗
原
宏
太
、

山
口
優
太
郎
▽
出
納
室
＝
原
悠
介

▽
上
下
水
道
部
＝
前
田
凱
里
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
＝
江
口
隆
星
▽

教
育
委
員
会
事
務
局
＝
山
口
智
世

【
再
任
用
　
７
人
】

▽
（
市
民
交
流
部
）（
併
）（
教
育

委
員
会
事
務
局
）
＝
橋
口
民
男
、

松
尾
公
弘
▽
（
市
民
交
流
部
）（
兼
）

（
総
務
部
）（
併
）（
教
育
委
員
会
事

務
局
）
＝
井
本
清
文
、
原
口
功
▽

（
健
康
福
祉
部
）
＝
橋
口
小
百
合
、

樋
渡
千
恵
、
永
田
惠
子

※
表
記
中
の
省
略

　（
兼
）＝
兼
任
、（
併
）＝
併
任
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インフォメーションi

●● 発送日　５月 10 日（水）
●● 対象者　固定資産税を課税されている人
●● 発送書類
▷全期前納用納付書　※口座振替利用者は除く
▷年間分の期別用納付書　※口座振替利用者は除く
▷課税資産明細書（土地・家屋）

※書類到着後に内容を確認してください。不明な点などは、問い合わせてください。
注意点
　従来の市税３税の集合徴収方式を廃止しました。令和 5 年度から税目ごとに納税通知書を発送します。
※市・県民税と国民健康保険税の納税通知書は、6 月中旬に発送します。

◆納付回数の変更
　固定資産税の納期が年４期（回）になりました（令和５年５・７・12 月・令和６年２月）。
第１期と全期前納の納期は５月です。
◆期別納付額の変更
　年税額を４期（回）で分割しています。1,000 円未満の端数が生じた場合には、第１期で調整します。
◆期納税通知書などの様式の変更
　納税通知書や課税資産明細書、納付書の様式を変更しています。詳しくは、市ホームページで確認してください。↓
■ 詳しくは、納税通知書に同封している『課税と納税のお知らせ』などで確認してください。

　納付に行く手間が省けて、納め忘れの心配がなくなる口座振替を利用してください。
●● 口座振替日　毎月 26 日（12 月は 25 日）
※振替日が金融機関の休業日の場合は、翌営業日で、振り替えできなかった場合は、翌月 10 日に再振替します。
※税目ごとに引き落とされ、記帳されます。

《 振替方法の変更・廃止の連絡はお早めに 》
　口座振替を『一括から期別納付』、『期別から一括納付』に変更、または『廃止』する場合は、５月 17 日（水）
までに収納管理課に連絡してください。
※納税通知書の到着後では、手続きが間に合わないことがあります。

◆『Ｐ
ペ イ

ａｙＰ
ペ イ

ａｙ』、『Ｐ
ペ イ

ａｙＢ
ビー

』で簡単に納付できます
　スマートフォンやタブレット端末で納付書のコンビニ収納用バーコードを読み取り、いつでも納付することがで
きます。決済手数料は無料です。なお、納期限が過ぎた納付書や 30 万円を超える納付書は使用できません。
※通信にかかるパケット代は、利用者（納税義務者）負担となります。

◆地方税統一ＱＲコードで納付ができます　※ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
　固定資産税と軽自動車税の納付書に、地方税統一ＱＲコードを印字しています。全国のＱＲコード対
応金融機関での納付やさまざまなスマートフォン決済アプリ、『地方税お支払いサイト』からＱＲコード
を読み込むことで、口座振替やクレジットカードを利用して納付できます。詳しくは、市ホームページ
で確認してください。

◆納税相談ができます　※予約制です。
　失業や長期入院などの理由で納税が困難な場合は、分納などの相談を受け付けます。
●● 相談日　月〜金曜日（祝日を除く）　午前８時 30 分〜午後５時 15 分　※毎週火曜日は、午後７時までです。
　　　　　第４日曜日　午前８時 30 分〜正午

《 ５・６月は、相談時間を延長します 》
▷毎週木曜日は、午後７時まで
▷第４日曜日　午後１時〜５時 15 分

● 問合先
▷固定資産税について　　　　　　　税務課固定資産税係（　 ☎ 23 ｰ 2149）

▷口座振替、納税相談について　　　収納管理課　　　    （　 ☎ 23 ｰ 2152）

令和５年度 固定資産税の納税通知書を発送します

固定資産税の納税通知書

固定資産税の納期・期別納付額などが変わります

口座振替が便利です

納税のおすすめポイント

　納期限内に納めましょう
　市税の納期限は、納期が属する月の月末

（12 月は 25 日）です。月末が金融機関の
休業日の場合は、翌営業日になります。

↑ 市 ホ ー ム
ページ

 詳しくは、市ホームページを確認して
ください。

↑ 市 ホ ー ム
ページ
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インフォメーションi

　この訓練は、国が緊急情報の伝達手段である『全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）』を全国的に自動起動させ、

機器の稼働状況を確認し、緊急時にも情報伝達が確実に行えるようにするために実施するものです。

　今年度は、次の日時に訓練放送が行われます。この放送で皆さんが避難などをする必要はありません。

※『全国瞬時警報システム（Ｊアラート）』
とは、対処に時間的な余裕がない地震・
津波などの自然災害や弾道ミサイルなど
の緊急情報を、人工衛星を使って市町村
の防災行政無線を自動起動させることに
より、国から直接住民の皆さんに対して
いち早く伝達するシステムです。

● 広範囲での地震や本市での大雨などの気
象条件により、訓練が中止される場合が
あります。

防災行政無線を活用した訓練放送を行います

日　　時 訓 練 内 容

  ６月  ７日（水）午前 11 時 Ｊアラート訓練

  ６月 15 日（木）午前 10 時 緊急地震速報訓練

  ８月 23 日（水）午前 11 時 Ｊアラート訓練

11 月  ２日（木）午前 10 時 緊急地震速報訓練

11 月 15 日（水）午前 11 時 Ｊアラート訓練

令和６年２月９日（金）午前 11 時 Ｊアラート訓練

災害情報の多言語配信サービスを始めました

●● 問合先　防災危機管理課防災危機管理係（　 ☎ 23 ｰ 2130）

●● 問合先　防災危機管理課防災危機管理係（　 ☎ 23 ｰ 2130）

　災害や緊急時における情報伝達のさらなる多様化を図るため、市に在住しているインドネシアやベトナム、中国な

どの外国人のみなさんへ、希望する言語で情報配信する『多言語配信サービス』を 4 月から新しく始めました。

●● 配信する言語

　英語、中国語（繁体字、簡体字）、韓国語、インド
ネシア語、タガログ語、ベトナム語、やさしい日本語
●● 配信される情報
▷市からの情報（避難情報や避難所開設情報など）

▷気象情報（大雨、地震、津波情報など）

▷国民保護情報（弾道ミサイル情報など）

●● 配信方法
　登録した携帯電話に選択した言語で、メールを配信

します。

■ 登録方法など、詳しくは
　市ホームページで確認し
　てください。→

■ 募集職種（業務経験者）・採用予定人数
▷社会福祉士 １人程度

▷土　木 ２人程度

▷保健師 １人程度

■ 受付期間
　５月１日（月）〜 22 日（月）

　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※土・日曜日・祝日を除く

※郵送の場合は、22 日の消印まで有効です。

■ １次試験
● 試験日　　６月 25 日（日）

● 試験会場　伊万里市役所

■ 受験資格、申込書・試験案内の請求
　詳しくは、市ホームページで確認して

ください。

■ 申込・問合先
　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１

　総務課職員係（　☎ 23 ｰ 2127）

令和令和５５年年 1010 月月採用の採用の
伊万里市職員伊万里市職員を募集します！を募集します！

↑ 市 ホ ー ム
ページ
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　定期的な健康診断の受診や運動など、自主的な健康づくり活動を行った場合に一定のポイントを付与し、ポイント

がたまると特典を交付します。

市国保健康マイレージ事業を行っています

●● 対象者

　特定健診の対象となる 40 歳以上の国民健康保険被
保険者で、国民健康保険税の滞納がない人
●● 対象期間
　１月１日〜 12 月 31 日（日）
●● ポイント・付与対象
▷ 20 ポイント　人間ドックの受診

▷ 15 ポイント　特定健診の受診

▷ ５ポイント　各種がん検診の受診（２種類までで、

１種類につき５ポイント）、週１回以上の定期的な運

動の実施
●● 達成要件　25 ポイント以上

●● 特典（400 人限定）

　市の特産品（2000 円相当）から希望の一品を交付

します。

※申し込みが多数の場合は、抽選となります。
●● 申込方法
　申請書と受診が確認できるものを持参してください。

※ 申請書は、特定健診の会場と市民課に備え付けてい

ます。また、市ホームページから確認できます。

※ 受診が確認できるものは、健診結果や領収書、健康

診断受診券などです。
●● 申込期限　

　令和６年１月 31 日（水）

●● 問合先　市民課年金保険係（　 ☎ 23 ｰ 2153）

　白血病や再生不良性貧血などの血液難病の治療に有効な骨髄や末梢血幹細胞の移植の推進を図るために、骨髄などを

提供された人（ドナー）に助成金を交付します。

骨髄移植ドナーに助成金を交付します

●● 対象者

　公益財団法人日本骨髄バンクが行う骨髄バンク事業
において、ドナーになった人で次のすべてに該当する人

①提供時に市内に住所を有する人

② 骨髄・末梢血幹細胞の提供を完了し、骨髄バンクか

らの証明書の交付を受けた人

③市税などの滞納がない人
●● 助成金交付の対象　
　令和５年４月１日以降に発生した、骨髄などの提供

のために要した通院や入院など、次に該当するもの

▷健康診断にかかる通院

▷自己血貯血に係る通院

▷骨髄・末梢血幹細胞の採取に係る入院

▷ そのほか、骨髄・末梢血幹細胞の提供に関して、日

本骨髄バンクが必要と認める通院や入院、面談など
●● 助成金額

　１日２万円
※１回の骨髄などの提供につき７日間（14 万円）が限度
●● 申請期限

　骨髄・末梢血幹細胞の提供後１年以内
　

●● 問合先　健康づくり課健康推進係（　 ☎ 22 ｰ 3916）
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■ 申請方法など
詳しくは、市
ホームページ
で確認してく
ださい→
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◆ 令和５年度 まちづくり出前講座メニュー表 ◆
ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

34 伊万里市の防災について（自然災害編）
35 伊万里市の防災について（原子力災害編）
36 市税について
37 消費者トラブル防止について
38 国民年金について
39 木造住宅の耐震化について
40 水道の話
41 防火教室
42 救急教室

環
境

43 脱炭素社会と地球温暖化対策について
44 ごみの分別とリサイクルについて
45 犬・ねこの飼い方について

産
業
・
観
光

46 伊万里市の農業について
47 伊万里市の林業・水産業について
48 伊万里市の商工業について
49 伊万里市の観光について
50 農業者年金について
51 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

52 子どもの生きる力について
53 家庭教育について
54 青少年の育成について
55 人権・同和問題について
56 伊万里の文化財
57 伊万里の史跡めぐり
58 伊万里の資料館見学ガイド
59 スマホを使った図書館活用法
60 家読について
61 絵本の見せ方、読み方、選び方
62 いきいき脳活！音読教室
63 新体力テスト及びニュースポーツの指導
64 ＳＡＧＡ 2024 国スポ・全障スポについて

選 挙 65 明るい選挙について
その他 66 その他（希望講座を相談してください）
※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。
※番号 34・35 は、６〜９月の災害対応時期には講座

ができない場合もあります。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第６次伊万里市総合計画について
４ 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
５ マイナンバーカードの利用について
６ ＳＤＧｓについて
７ 考えてみましょう！『男女協働参画』
８ 伊万里市の公共施設の在り方について

９ 伊万里市の財政について
〜予算の使われ方と財政状況〜

10 ふるさと納税の使いみちについて

11 もっと知ろう！伊万里のこと（地域資源の発掘・
再発見）

12 シティプロモーションとは？（情報発信について）

13 市民との協働によるまちづくり
※地域づくり推進事業を含む

14 伊万里市の多文化共生・国際交流について
15 伊万里湾の開発について
16 伊万里市の公共交通について

ま
ち
づ
く
り

17 道路の話
18 都市計画の話
19 下水道の話
20 伊万里市の婚活推進事業について

福
祉
・
健
康

21 国民健康保険について
22 後期高齢者医療制度について
23 高齢者福祉について
24 介護保険について
25 認知症サポーター養成講座
26 介護予防（百歳体操など）について
27 人生会議（ＡＣＰ）について

28 生活習慣病予防について（体成分測定、糖尿病・
高血圧予防について）

29 健康づくりについて（感染症予防など）
30 子どもの体の発達について
31 障害者総合支援法について
32 生活保護制度について
33 伊万里市の子育て支援の取り組みについて

まちづくり出前講座を利用しませんか

●● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎ 23 ｰ 2114）

　皆さんの身近な生活に関わる行政情報を積極的に提供し、市民参加によるまちづくりを目指すため『まちづくり出
前講座』を行っています。皆さんが知りたいことや聞いてみたいことなどをメニュー表から選んでください。市職員

などが皆さんのところに出向きます。

●● 対　象
　市内に在住、通勤または通学しているおおむね 10 人
以上の団体
●● 時　間
　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※ 土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と協議

して決定します。
●● 場　所　市内のみ
※会場の手配は、受講する団体で行ってください。
●● 講師料　無料

●● 申込方法
　受講予定日の２週間前までに、受講申込書をまちづ
くり課に提出してください。ファックスやメールでも
受け付けます。
※ 申込書とメニュー表は、まちづくり課、各コミュニ

ティセンター、市民図書館、市民センター、生涯学
習センターに備え付けています。また、市ホームペー
ジからダウンロードできます。

●● 申込先　上記問合先、　   22 ｰ 9575
　メールアドレス　machizukuri@city.imari.lg.jp

FAX
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支援金・奨励金情報

　東京一極集中および地方の担い手不足の解消を目的に、東京 23 区に在住または東京圏在住で東京 23 区内に通
勤する人が、本市に移住し、一定の要件を満たす場合に移住支援金を支給します。

●対象者（すべてに該当する人）
▷ 東京 23 区に在住または東京圏在住で東京 23 区に通勤している人
※ 移住直前に連続して１年以上および直近 10 年間のうち通算５年以上在住または通勤していること
▷ 申請時に転入後３か月以上１年以内で、本市に５年以上定住しようとする人など

● 支給額
▷世　帯　100 万円
※  18 歳以下の子どもがいる場合は、１人につき 100 万円を加算
▷単　身  　60 万円

● 要件項目
▷就業に関する要件
　マッチングサイト『さがジョブナビ』に掲載されている事業所への無期雇用での就業
▷関係人口に関する要件
　①過去に伊万里市に住民票があった人
　②移住前に直近５年以内に伊万里市にふるさと納税をした人
　③上記の①、②に該当し、市内の法人に就業（無期雇用）した人など
※ほかにも要件があります。詳しくは、市ホームページで確認してください。

　安定した雇用の創出や移住の促進などにより、新しい人の流れを創出することを目的に市外に在住している人が
本市に移住し、一定の要件を満たす場合に、『いまり暮らしスタート支援金』を支給します。

●対象者（すべてに該当する人）
▷ 転入時の年齢が 59 歳以下の人
▷ 申請時に転入後３か月以上１年以内で、本市に５年以上定住しようとする人
▷ 移住直前に連続して１年以上および直近 10 年間のうち通算５年以上本市外に居住していた人
▷移住支援金の対象ではない人

● 支給額
▷県外からの世帯申請　100 万円、県外からの単身申請　60 万円
▷県内からの世帯申請　  25 万円、県内からの単身申請　15 万円

● 要件項目
▷就業に関する要件
　 マッチングサイト『さがジョブナビ』や『伊万里ふるさと企業ガイド』に掲載されている事業所への無期雇用で

の就業
▷空き家関する要件
　伊万里市空き家情報バンクに登録されている物件を購入した人
※ほかにも要件があります。詳しくは、市ホームページで確認してください。

◆ いまり暮らしスタート支援金

　市では、人口減少対策の重要な施策の一つとして移住・定住促進事業に取り組んで

います。このような中、本市の中心産業である半導体関連などの製造業の投資活動が

活発化していることやＩＴ企業の進出するなど、新たな雇用の場が生まれています。

　これを好機と捉え、ＵＩＪターン者の本市への移住と定住を一層進めるため、支援

金制度などを準備しています。この機会に市外に在住している家族や知人の皆さんに、

支援金制度を活用した移住・定住をぜひ勧めてください。

移住・定住を推進しています !移住・定住を推進しています !
●● 問合先　企業誘致・商工振興課 就活・移住支援係（　 ☎ 23 ｰ 2172）

◆ 移住支援金

■ 市 ホ ー ム
ページ→

■ 市 ホ ー ム
ページ→
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　本市に移住する人に対して、経費の一部を支援することで、移住・定住を促進することを目的に移住促進奨励金
を支給します。

●対象者（すべてに該当する人）
▷移住時に申請者またはその配偶者のいずれかが 49 歳未満の世帯

▷ 移住直前に、連続して１年以上および直近 10 年間のうち通算５年以上本市外に居住していた人で、新たに転入
した世帯など

● 支給額
▷新築住宅購入・空き家情報バンク登録物件購入　転入奨励金 30 万円
※  18 歳未満の子ども１人当たり 20 万円の子育て加算と人口減少行政区の場合は、
　 地域指定加算 10 万円があります。
▷空き家情報バンク登録物件購入後の改修　空き家改修費の１／２（上限 50 万円）

　市外在住者が、本市の実家にＵターンする場合に、実家の改修費用などを補助します。

●対象者（すべてに該当する人）
▷ 69 歳以下の市外在住者や実家の所有者

▷ 市外在住または転入直前に、連続して１年以上および直近 10 年間のうち通算５年
以上本市外に居住していた人など

● 支給額
▷住宅改修　実家の改修費の１／２（上限 50 万円）
※ 18 歳未満の子ども１人当たり 20 万円の子育て加算と人口減少行政区の場合は、
　地域指定加算 10 万円があります。
▷ 住宅解体・新築住宅購入　実家の解体費の１／２（上限 100 万円）と新築補助金 30 万円
※  18歳未満の子ども１人当たり20万円の子育て加算と人口減少行政区の場合は、地域指定加算10万円があります。

　伊万里市への移住に関心がある市外在住者（ＵＩＪターン者）が会員登録した場合
に『伊万里市移住者カード』を配布しています。このカードを利用することで、協賛
27 事業者（令和５年３月 31 日現在）から各種割引サービスや特典を受けることが
できます。
● 申込期間　移住前または移住後から１年以内

　移住を検討している人を対象に、実際の住環境の確認や先輩移住者との交流などを通じて、本市の魅力や暮らし
やすさ、子育て環境のよさなどが体感できる『移住体験ツアー』を開催しています。
　令和５年度の開催の日程は、今後、市ホームページで紹介していく予定です。

　市の魅力や移住・定住支援を伝えるために、市の移住・定住支援サイトや公式インスタグラム、移住マッチング
ＷＥＢサービス『ピタマチ』など、さまざまな方法で全国に向けて情報発信をしています。

　移住・定住を促進していくためには、皆さんが転入者を温かく迎え入れることがとても大切です。市の将来の
ために一緒に人口減少に歯止めをかけるための取り組みを推進していきましょう。
　移住してくる人に温かい見守りと地域になじんでもらえるようなサポートをお願いします。また、都市部に住
んでいる家族や親族などに、本市の移住・定住促進事業をぜひ紹介してください。

◆ 新築購入・空き家購入・空き家改修移住奨励金

◆ 実家に帰ろう住宅改修等補助金

■ 詳細は、市ホー
ムページで確認
してください→

■ 詳細は、市ホー
ムページで確認
してください→

◆ 移住者カード制度
■ 詳細は、市ホー

ムページで確認
してください→

◆ 移住体験ツアー

◆ 情報発信をしています

市民の皆さんの協力が必要です市民の皆さんの協力が必要です

その他の取り組み
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インフォメーションi

◆ヤングケアラー が担っているケアの例

ヤングケアラーを知っていますか？

　皆さんは『ヤングケアラー』のことを知っていますか。
　『ヤングケアラー』とは、家族のために大人がするような買い物や料理などの家事、幼いきょうだいや家
族の世話などを日常的に行い、家庭を支えなければならない子どもたちのことを指すとされています。
　最近では『ヤングケアラー』のことが、社会問題として多く取り上げられています。皆さんも『ヤングケ
アラー』について知り、考えてみてください。市では、『ヤングケアラー』に対する今後の支援策を検討す
るため、秋頃にアンケート調査を実施する予定です。

　子どもたちへ　　　つらいと感じることや心配なことがあったら相談してください。

　地域の皆さんへ　　心配に思う子どもを見かけたら相談してください。

● 相談先　家庭児童相談室　☎ 23 ｰ 2183

● 問合先　子育て支援課子育て支援係（　 ☎ 23 ｰ 2310）

◆ヤングケアラー はなぜ問題なのか

　子どもが家事の手伝いをすることや家族の世話をすることは、責任感や社会性、生活力を身に付けるうえ
で大切なことです。しかし、年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負うことで、心身の発達や
人間関係、勉強、進路などに影響を受けることが問題となっています。

悩まずに相談してください悩まずに相談してください

家族の代わりに幼
いきょうだいの世
話をしている

病気や障がいがあ
る家族の代わりに
家事（料理や洗濯）
をしている

病気や障がいがあ
る家族の入浴やト
イレの介助をして
いる

目が離せない家族
の見守りや声かけ
などをしている

インフォメーション
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インフォメーションi

月　日 場　所 時　間

６月６日
（火）

二里コミュニティセンター 　9：00 〜 　9：30

大坪コミュニティセンター 10：00 〜 10：30

大川内コミュニティセンター 11：00 〜 11：30

松浦コミュニティセンター 13：00 〜 13：30

大川コミュニティセンター 14：00 〜 14：30

南波多コミュニティセンター 15：00 〜 15：30

６月８日
（木）

東山代コミュニティセンター 　9：00 〜 　9：30

山代コミュニティセンター 10：00 〜 10：30

波多津コミュニティセンター 11：00 〜 11：30

黒川コミュニティセンター 13：00 〜 13：30

牧島コミュニティセンター 14：00 〜 14：30

伊万里コミュニティセンター 15：00 〜 15：30

狂犬病予防注射（集合注射）を再実施します

● 問合先　環境政策課生活環境係（　 ☎ 23 ｰ 2144）

　各コミュニティセンターでの集合注射は、

今年度最終となります。まだ犬に注射を受

けさせていない飼い主は、いずれかの場所

で受けてください。

　なお、５月 14 日（日）までの集合注射の

日程や場所は、広報伊万里３月号で確認で

きます。

● 料　金　予防注射　3,250 円

　新しく犬を飼った場合は、別途登録料

3,000 円が必要です。

※ 予防注射の通知はがきが届いている人

　 は、必ず持参してください。

※  右記の日程で受けられない場合は、獣医

科医院などで済ませ、環境政策課で注射

済票（550 円）の交付を受けてください。

まちの身近な相談役　障がい者相談員

　市では、障がいのある人や障がい福祉に関わりがある人などに、相談員を委嘱しています。個人のプライバシー

などは固く守られますので、一人で悩まず気軽に相談してください。

定例相談会（身体障がい）定例相談会（身体障がい）

●  期　日　原則、毎月第４木曜日（令和５年

11 月を除く）

　 　５月 25 日、６月 22 日、７月 27 日、８

月 24 日、９月 28 日、10 月 26 日、11 月

30 日、12 月 21 日、令和６年１月 25 日、

２月 22 日、３月 28 日

●  時　間　午前 10 時〜午後３時

●  場　所　伊万里市役所

使用済小型充電式電池の回収を始めました
● 問合先　環境政策課リサイクル推進係（　 ☎ 23 ｰ 2156）

中島　讓
ゆずる

（大坪町）

犬塚　益
ます

己
み

（瀬戸町）

井手　輝彦（二里町）

犬塚　照
てる

代
よ

（瀬戸町）

犬塚　いさ子（脇田町）

前田　敏彦（大川内町）

西田　幸博（東山代町）

志賀　正昭（立花町）　　☎ 090-9565-0380

満
みつ

野
の

　厚美（東山代町）　☎ 080-1740-4334

● 問合先　福祉課障がい福祉係（　 ☎ 23 ｰ 2156）

身体障がい者相談員

知的障害者相談員

　市役所と各コミュニティセンターで使用済みの小型充電式電池の回収を始めました。専用のリサイクルボックス

を設置していますので、利用してください。なお、破損や水漏れ、膨張などの異常がある電池は回収できません。

【 回収しているもの 】
▷ニカド電池
▷ニッケル水素電池
▷リチウムイオン電池
▷モバイルバッテリー（本体ごと回収） ニカド電池 ニッケル水素電池 リチウムイオン電池

■ 次のマーク
が付いたも
のが回収対
象です→
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インフォメーションi

●
は
香
典
返
し
、▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
３
月
17
日
、
伊
万
里
商
工
会
議

所
女
性
会
が
未
来
を
担
う
市
内
す

べ
て
の
小
学
１
年
生
の
各
ク
ラ
ス

用
に
、
鉛
筆
削
り
器
22
個
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
今
回
で
11
回
目
の
寄
贈
を
行
っ

た
同
会
の
三み

ツつ

溝み
ぞ

久
美
子
会
長

は
「
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
ほ
し
い

で
す
。
低
学
年
の
児
童
も
使
い
や

す
い
鉛
筆
削
り
器
を
選
び
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
鉛
筆
削
り
器
を

受
け
取
っ
た
松
本
定
教
育
長
は
、

同
会
の
長
年
に
わ
た
る
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
つ
な
が
る
活
動
に
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

教
育
の
一
助
と
し
て
使
っ
て
ほ
し
い

↑鉛筆削り器を手渡す三ツ溝会長（左）

　
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
３
月
24
日
、
伊
万
里
市
農
業

協
同
組
合
が
市
内
す
べ
て
の
小
学

校
１
年
生
向
け
に
反
射
材
付
き
の

傘
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
組

合
が
伊
万
里
市
食
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
と
共
同
で
作
成
し
た

食
育
啓
発
の
た
め
の
下
敷
き
も
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
を
訪
れ
た
田
代
直
樹
代

表
理
事
組
合
長
は
、「
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

は
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
朝
ご
は

ん
を
食
べ
る
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

反
射
材
付
の
傘
と
食
育
啓
発
の
下
敷
き
を
新
入
学
児
童
へ

　
３
月
30
日
、
堤
春
夫
さ
ん
（
西

円
蔵
寺
）
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
市
に
１
０
０
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
堤
さ
ん
は
１
０
０
歳

を
迎
え
て
、
百
寿
の
祝
状
な
ど
を

受
け
取
る
た
め
に
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
今
も
畑
仕
事
に
行
く
な
ど
元
気

に
過
ご
し
て
い
る
堤
さ
ん
は
「
伊

万
里
市
の
歴
史
を
見
て
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
１
０
０
歳

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
の
発
展
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

１
０
０
歳
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
寄
付

↑堤さん（右から２人目）と親族の皆

さんと深浦市長（同３人目）

　
４
月
１
日
、
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
小
原
正
道
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
都
市
部
の
人
材
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
農
業
や
観
光
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
の
地
域
協

力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地

域
へ
の
定
住
や
定
着
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
小
原
さ
ん
は
、
海
外
青
年
協
力

隊
や
国
際
的
に
活
動
す
る
団
体
の

支
援
を
行
う
な
ど
の
経
験
が
あ
り

ま
す
。

　
今
後
は
、
炭
山
棚
田
の
魅
力
の

発
信
や
農
業
な
ど
に
取
り
組
む
予

定
で
「
地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
皆
さ
ん
の

強
み
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
取
り
組
み
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

炭
山
の
魅
力
な
ど
を
発
信
し
て
い
き
た
い

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
３
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼ 

小
学
校
１
年
生
向
け

　
反
射
ホ
イ
ッ
ス
ル
　
５
０
０
個

　
九
州
労
働
金
庫
伊
万
里
支
店

（
新
天
町
）

▼

小
学
校
１
年
生
向
け
安
全
笛

５
０
０
個

　
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社

（
東
京
都
）

《 

教
育
振
興
奨
励
基
金 

》

●

５
万
円

　
松
永 

真
治
（
山
代
町
東
分
）

▼

５
万
円

　
岩
永 

憲け
ん

一い
ち

良ろ
う

（
西
円
蔵
寺
）

▼

５
万
円

　
森 

哲
也
（
白
野
）

↑田代組合長（右から２人目）から贈呈さ
れた反射材付きの傘と下敷き

◆小
こ

原
はら

 正道さん(34歳)
● 福岡県北九州市出身
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て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
伊
万
里

を
訪
れ
て
、
建
物
は
ず
い
ぶ
ん
と

変
わ
り
ま
し
た
が
、
風
景
の
美
し

さ
や
文
化
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

インフォメーションi

有田町・伊万里市・武雄市の
イベントをお届け！

　　　幻想的な明かりを作り出します。特別イベン    
　　　トの美味暮まんじゅう水上大会やステージイ
　　　ベント等もお楽しみください！

第25回 保養村ほたる祭り
日時／ほたる祭り…5月27日（土）～6月11日（日）
　　　特別イベント…5月28日（日）11:00～　

内容／保養村せせらぎプロムナードにほたるの光が

保養村会事務局
☎0954-20-1666

期間／～5月5日（金・祝）
会場／有田町内各所
内容／多くの人で賑わう有田町一大イベント。
　　　今年は、抽選で有田焼が当たるデジタルス

タンプラリーも同時開催されます。

第119回 有田陶器市

有田商工会議所
☎0955-42-4111

令和5年  第32回  どっちゃん祭り
日時／5月28日（日）12:00～20:00
場所／伊万里市街地
内容／女性が主役のどっちゃん祭りが4年ぶりに
　　　かえってきます！伊万里太鼓やブラスバン
　　　ドなどで盛り上げるステージイベントや、
　　　祭りのフィナーレを飾る女みこし合戦は圧
　　　巻です！

シティプロモーション
推進課
☎0955-20-9031

▲市ホームページ

詳しくは

詳しくは

▲ホームページ

詳しくは

▲ホームページ

初
代
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
英
語
を
指
導
し
た

ク
レ
イ
グ
・
ト
ビ
ー
さ
ん
が
伊
万
里
を
訪
問

　
平
成
元
年
８
月
か
ら
の
１
年

間
、
市
で
初
め
て
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
着
任
し
、

小さなて　みんなではぐくみ小さなて　みんなではぐくみ
育ててく育ててく

５月５日（金・祝）〜 11 日（木）５月５日（金・祝）〜 11 日（木）

児 童 福 祉 週 間児 童 福 祉 週 間

　次代を担う子どもたちのために、子どもを取り巻く

諸問題に積極的に関心を向け、地域のみんなで子育て

を支援しましょう。

　市では、昭和 56 年から子どもたちの健やかな成長

を願って『こいのぼり掲揚活動』を実施していて、市

役所、保育園などで掲揚しています。こいのぼりがあ

る家庭でもぜひ掲げて、伊万里の空にたくさんのこい

のぼりを泳がせましょう。
●● 問合先

子育て支援センターぽっぽ（　 ☎ 23 ｰ 5197）

市
内
中
学
校
で
英
語
を
指
導
し
た

ク
レ
イ
グ
・
ト
ビ
ー
さ
ん
（
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
）
が
、
33
年
ぶ
り
に

来
日
し
、
伊
万
里
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

ト
ビ
ー
さ
ん
は
、「
着
任
当
時
は
、

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
何

も
か
も
が
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

伊
万
里
で
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を

教
え
た
こ
と
は
思
い
出
深
い
で
す

し
、
日
本
に
つ
い
て
学
べ
た
こ
と

も
大
き
か
っ
た
で
す
。33
年
が
た
っ

て
も
、
人
の
優
し
さ
や
先
生
た
ち

の
教
育
へ
の
熱
意
が
印
象
に
残
っ

↑着任当時の学校関係者などと思い出を

語り合うトビーさん（右）

↑国見中学校での授業の様子（平成 2 年
7 月）
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暮らしのチャンネル

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌

や簡単な製作などを行います。

▷日　時　５月 17 日（水）

　　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　市民センターリハーサル室

②お誕生会（要申込）
　５月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　５月 24 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎ 23‐5197）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

　
を
郵
送

●

問
合
先
・
郵
送
先
　

　
〒
１
０
０
‐
８
９
１
４
　

　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
６
‐
１

　
内
閣
府
賞
勲
局
総
務
課
一
般
推

　
薦
担
当

（
☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
２
１
１
１
）

　
こ
の
夏
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
朝
顔
や

ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
を

建
物
の
窓
や
壁
に
茂
ら
せ
る
こ
と

で
、
日
差
し
を
や
わ
ら
げ
た
り
部

屋
の
温
度
や
体
感
温
度
を
下
げ
た

り
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
数
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
朝

顔
や
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、市
で
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
伊
万
里
６

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

配
布
開
始
日
　
５
月
10
日
（
水
）

●

配
布
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●

場
　
所
　

　
環
境
政
策
課

●

種
の
種
類
　

　
朝
顔
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど

●

配
布
予
定
数
　

　
３
０
０
袋
（
先
着
順
）

●

納
期
限
　
５
月
31
日
（
水
）

※
納
付
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

●

口
座
振
替
日
　
５
月
26
日
（
金
）

※
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●

減
　
免
　
身
体
障
が
い
者
な
ど

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人

は
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
が
申
請
で
き
ま
す
。

●

減
免
申
請
期
間

　
納
付
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

５
月
31
日
（
水
）
ま
で

●

申
請
・
問
合
先
　
税
務
課
市
民

税
係
（
　
☎
23
‐
２
１
４
８
）

　
春
秋
叙
勲
の
候
補
者
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
人
を
、
一
般
の
人
が
推

薦
で
き
ま
す
。

●

候
補
者
の
要
件
　
長
年
（
お
お

　
む
ね
20
年
以
上
）
地
域
で
幅
広

　
く
公
共
の
た
め
に
活
躍
し
た
人

　
で
70
歳
以
上
の
人
な
ど

●

推
薦
方
法

▽ 

推
薦
者
１
人
、
賛
同
者
２
人
に

よ
り
推
薦
（
と
も
に
20
歳
以
上
）

▽
自
分
自
身
や
二
親
等
内
の
親
族

　
関
係
に
あ
る
人
は
推
薦
不
可

▽
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　
手
で
き
る
推
薦
書
（
指
定
様
式
）

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）
の

納
付
は
お
早
め
に

●

対
　
象
　
市
民
、
市
内
事
業
所

●

問
合
先

　
環
境
政
策
課

　
　
　
　（
　
☎
23
‐
２
１
４
４
）

　
市
に
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
１
６
１
人
（
３
月
31
日
現
在
）

い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
誰
も

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
福
祉
に
関
す
る
市
民
の
身
近

な
相
談
役
に
な
っ
た
り
関
係
機
関

に
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
に
な
っ
た
り

し
な
が
ら
活
動
し
皆
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
12
日
は
『
民
生
委
員
・
児

童
委
員
』
の
日
で
、
５
月
12
日
か

ら
18
日
ま
で
は
活
動
強
化
週
間
で

す
。
こ
の
機
会
に
気
軽
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
内
容
や
相

談
者
の
個
人
情
報
は
必
ず
守
ら
れ

ま
す
。

●

問
合
先
　

　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
　
　
　（
　
☎
23
‐
２
１
２
０
）

　
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
生
活
用
品

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

や
雑
貨
、
小
物
な
ど
（
食
料
品
・

衣
類
は
除
く
）
が
あ
れ
ば
捨
て
ず

に
必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲
り
ま

せ
ん
か
。
エ
コ
屋
『
つ
ど
い
』
が

資
源
循
環
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

●

開
催
日
時
　

　
５
月
14
日
（
日
）
〜
28
日
（
日
）

※
物
品
の
受
け
付
け
は
25
日
（
木
）

ま
で
で
す
。

●

場
　
所
　
元
斉
藤
商
事
倉
庫

　
伊
万
里
市
二
里
町
八
谷
搦

　（
コ
ス
モ
ス
伊
万
里
中
央
店
向
側
）

●

問
合
先
　

　
ク
リ
ー
ン
の
環わ

（
☎
０
８
０
‐
３
９
７
５
‐
９
６
５
９
）

　
４
月
27
日
か
ら
『
相
続
土
地
国

庫
帰
属
制
度
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
相
続
し
た
土
地

の
所
有
者
か
ら
の
申
請
に
よ
っ

て
、
所
有
権
を
国
に
移
転
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
相
続
し

た
土
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
人

な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
国
が
引
き
取
っ
て
管
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
土
地
に
は
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の

費
用
負
担
も
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　

　
佐
賀
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
２
４
５
３
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用

植
物
の
種
配
付
し
ま
す

５
月
12
日
は
『
民
生
委

員
・
児
童
委
員
』
の
日
で
す

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
に
ふ
さ

わ
し
い
人
を
推
薦
で
き
ま
す

相
続
し
た
不
要
な
土
地

国
が
引
き
取
り
ま
す

エ
コ
屋
『
つ
ど
い
』
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暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

　
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合
と
市

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な
ど

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
伊
万
里

市
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
、
わ
な

や
銃
器
に
よ
る
駆
除
を
行
い
ま
す
。

●

駆
除
期
間
　

　
５
月
１
日
（
月
）
〜

令
和
６
年
３
月
15
日
（
金
）

●

注
意
点

▽
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す
る
た
め
に

は
、
狩
猟
免
許
や
市
か
ら
の

許
可
が
必
要
で
す
。
免
許
や
許

可
な
く
、
わ
な
を
仕
掛
け
た
場

合
は
法
令
違
反
に
な
り
ま
す
。

▽
野
山
に
入
る
と
き
は
、
目
立
つ

服
装
を
し
て
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯

す
る
な
ど
、
人
が
い
る
こ
と
が

分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
23
‐
２
５
５
７
）

　
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

（
　
☎
23
‐
２
５
９
１
）

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農
振
興
課

（
☎
23
‐
５
５
６
０
）

　
市
で
は
、
新
規
に
狩
猟
免
許
を

取
得
し
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な

ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
に
最
低
３
年

以
上
取
り
組
む
人
に
対
し
、
狩
猟

免
許
取
得
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
取
得
補
助
制
度

●

対
象
者
　
４
月
１
日
現
在
で
、

65
歳
以
下
の
人

●

助
成
金
額

▽
わ
な
猟
　
上
限
５
万
円

▽
銃
　
猟
　
上
限
６
万
円

●

申
込
期
限
　
６
月
23
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
23
‐
２
５
５
７
）

◆
狩
猟
免
許
試
験

●

試
験
日
・
会
場

▽
７
月
12
日
（
水
）　
唐
津
市

▽
８
月
２
日
（
水
）　
鹿
島
市

▽
８
月
６
日
（
日
）　
佐
賀
市

▽
12
月
３
日
（
日
）　
佐
賀
市

▽
令
和
６
年
１
月
28
日
（
日
）佐賀

市

※
狩
猟
免
許
試
験
の
詳
細
は
、
佐

賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限

　
各
試
験
日
の
３
週
間
前
ま
で

●

申
込
先
　

　
伊
万
里
市
猟
友
会

（
☎
23
‐
８
８
３
７
）

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨

に
よ
る
崖
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な

ど
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期

で
す
。
災
害
・
気
象
に
関
す
る
情

報
の
入
手
方
法
や
安
全
な
避
難
経

路
を
確
認
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●

事
前
の
備
え

▽
安
全
な
避
難
を
行
う
た
め
に
、

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る『
わ

が
ま
ち
・
わ
が
家
の
防
災
マ
ッ

プ
』や『
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

で
、
避
難
経
路
や
避
難
場
所
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
事
前
に
、
貴
重
品
や
衣
類
、
非

常
用
食
品
な
ど
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●

情
報
の
把
握

▽
水
害
時
の
避
難
行
動
に
は
、
付

近
を
流
れ
る
河
川
の
水
位
情
報

や
気
象
警
報
・
雨
量
の
情
報
、

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

▽
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先

　
道
路
河
川
課
土
木
管
理
係

（
　
☎
23
‐
２
４
８
４
）

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
自
然
災
害

な
ど
に
備
え
、
農
業
機
械
の
保
険

や
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
近
く
の
伊
万
里
市

農
業
協
同
組
合
や
農
業
共
済
組
合
、

損
害
保
険
代
理
店
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
浸
水
被
害
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
農

業
機
械
を
高
台
に
避
難
さ
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先

◆
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合

▽
中
央
支
所
（
☎
23
‐
５
５
２
５
）

▽
北
部
支
所
（
☎
27
‐
２
１
５
１
）

▽
東
部
支
所
（
☎
29
‐
３
１
１
１
）

▽
西
部
支
所
（
☎
23
‐
４
１
６
８
）

▽
南
波
多
支
所
（
☎
24
‐
３
１
１
１
）

◆
佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
伊
万
里

有
田
支
所
（
☎
23
‐
２
０
４
５
）

　
佐
賀
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
で

は
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
を
毎
月
１
回
、
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

●

日
　
時

▽
５
月
14
日
（
日
）

▽
６
月
11
日
（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
で
す
。

●

場
　
所

　
佐
賀
県
労
働
会
館
（
佐
賀
市
）

●

申
込
・
問
合
先

　
一
般
社
団
法
人
佐
賀
県
労
働
者

福
祉
協
議
会 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
さ
が

　（
☎
０
１
２
０
‐

９
３
１
‐

５
３
６
）

　●

日
　
時
　
６
月
４
日
（
日
）

　
午
後
２
時
〜
５
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　

　
左
記
の
防
災
講
演
の
ほ
か
、
佐

賀
地
方
気
象
台
が
近
年
の
気
象

状
況
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
い

ま
す
。

▽
講
　
師

　
大
分
大
学
　
減
災
・
復
興
デ
ザ

イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
板
井
　
幸
則
氏

▽
演
　
題
　

　
災
害
の
教
訓
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
重
要
性
！

　
〜
率
先
避
難
者
に
な
る
た
め
に
〜

●

申
請
・
問
合
先
　

　
防
災
危
機
管
理
課
防
災
危
機
管

理
係 

（
　
☎
23
‐
２
１
３
０
）

　

５
月
は
『
水
防
月
間
』

有
害
鳥
獣
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

狩

猟

免

許

の

新
規
取
得
を
支
援

農

業

機

械

の

保
険
（
共
済
）
加
入

弁
護
士
無
料
相
談
会

防

災

講

演

会
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暮らしのチャンネル

雨 ど い
塗 替 え
張 替 え
御用聞き
自然災害

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

日
ま
で
（
木
）

●

応
募
要
件
　

　
市
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事

　
務
所
を
有
す
る
法
人

※
そ
の
ほ
か
の
要
件
は
要
項
で
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
方
法

　
申
請
書
の
提
出

※ 

申
請
書
と
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　
　
　
　（
　
☎
23
‐
２
１
５
４
）

●

開
催
日
　
６
月
３
日
（
土
）

●

貸
し
出
し
工
具
　
電
動
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
、
電
動
ブ
ロ
ア
ー
、
電

動
高
枝
切
り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

●

受
け
渡
し
・
返
却
場
所
　

　
九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社
武

雄
配
電
事
業
所
（
武
雄
市
）

●

受
付
日
時

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時
30
分

●

問
合
先
　
九
州
電
力
送
配
電
株

式
会
社
武
雄
配
電
事
業
所

（
☎
０
８
０
０
‐
７
７
７
‐
９
４
１
９
）

●

期
　
間
　

　
６
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

●

重
点
目
標
　

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の

徹
底
、
適
切
な
維
持
管
理
の
周
知

▽
住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
促
進

▽
住
宅
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減

●

期
間
中
の
関
連
行
事
　
市
内
で
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
や

説
明
な
ど
の
街
頭
広
報
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署
消
防

３
課
（
☎
23
‐
２
１
１
８
）

● 日　時　６月 17 日（土）午後５時〜８時
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者のみ
　に案内します。
● 対　象
　市内在住・在勤、または結婚を機に伊万里市

に住む意思がある 28 歳〜 38 歳の独身の人
● 参加料　1,500 円（材料代）
● 募集人数　男・女各８人
※応募多数の場合は抽選
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　６月８日（木）
● 応募・問合先　まちづくり課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎ 23 - 2950）
※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

♥♥ ♥♥婚活イベント婚活イベント

〜Ｌｅｔ’ｓ　ｃｏｏｋｉｎｇ〜〜Ｌｅｔ’ｓ　ｃｏｏｋｉｎｇ〜

カレー de 婚活カレー de 婚活

●

日
　
程
　
６
月
５
日
（
月
）
〜

12
月
18
日
（
月
）
の
原
則
と
し

て
毎
週
月
・
木
曜
日
（
全
47
回

予
定
）

●

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
　
象
　
聴
覚
障
が
い
福
祉
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

●

内
　
容
　

　
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
や
福
祉

へ
の
理
解
・
認
識
を
深
め
、
手

話
の
基
礎
（
自
己
紹
介
や
日
常

会
話
な
ど
）
を
習
得
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

●

募
集
人
数
　
20
人
程
度

●

応
募
方
法
　
来
庁

●

募
集
期
限
　
５
月
24
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
　
☎
23
‐
２
１
５
６
）

●

対
象
サ
ー
ビ
ス

　
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

●

募
集
事
業
者
数
　
１
事
業
所

●

募
集
期
間
　

　
５
月
１
日
（
月
）
か
ら
６
月
15

●

場
　
所

　
国
見
台
陸
上
競
技
場
ほ
か

●
チ
ー
ム
編
成

　
１
チ
ー
ム
５
〜
６
人

●

参
加
料
　

　
１
人
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　

　
５
月
19
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
　
☎
23
‐
３
１
８
７
）

お
知
ら
せ

募
　
　
集

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
開
設
希
望
者
募
集

手

話

奉

仕

員

養
成
講
座
受
講
生

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎ 22-5188）

住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

電
動
工
具
を
無
料
で

貸

し

出

し

ま

す

302023.5広報伊万里
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広告広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
が
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に
学
習
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

生
徒
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
生
徒
募
集

●

対
　
象

　 

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
生
徒

※
小
学
校
１
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

●

日
　
時

　
毎
週
金
曜
日
の
午
後
６
時
〜
８
時

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

料
　
金
　
無
　
料

※ 

学
習
し
た
い
科
目
の
教
科
書
や

教
材
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
募
集

●

対
象
者
　
一
般
社
会
人

※
資
格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

●

内
　
容
　
小
中
学
生
に
学
校
の

　
授
業
の
補
習
を
行
う
な
ど
学
習

　
支
援
を
し
た
り
学
習
に
関
し
て

　
の
相
談
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
佐
賀
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
☎
０
９
５
２
‐
97
‐
９
７
６
７
）

　
今
年
度
20
歳
に
な
る
皆
さ
ん
、

『
二
十
歳
の
集
い
』
を
自
ら
企
画
し

思
い
出
に
残
る
式
典
を
一
緒
に
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容

　
令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）（
予

定
）
に
開
催
す
る
『
二
十
歳
の

集
い
』
の
企
画
、
式
典
の
運
営

●

応
募
要
件

▽
令
和
６
年
の
『
二
十
歳
の
集
い
』

対
象
者

※
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▽
７
月
以
降
に
開
催
す
る
会
議
な

ど
（
主
に
平
日
の
夜
開
催
）
に

参
加
で
き
る
人

●

募
集
期
限
　

　
５
月
31
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　   

（
　
☎
22
‐
１
２
６
２
）

●

受
付
期
限
　
５
月
31
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
５
月
31
日
の

消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効

●

試
験
日
　

　
６
月
９
日
（
金
）

●

試
験
会
場　

伊
万
里
有
田
共
立

病
院
（
有
田
町
）

●

試
験
内
容
　

　
適
性
検
査
、
作
文
試
験
、
面
接

試
験

●

採
用
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

▽
薬
剤
師
　
　
　
　
　
２
人
程
度

▽
看
護
師
　
　
　
　
　
４
人
程
度

▽
臨
床
検
査
技
師
　
　
２
人
程
度

▽
言
語
聴
覚
士
　
　
　
１
人
程
度

▽
臨
床
工
学
技
士
　
　
１
人
程
度

▽
事
　
務
　
　
　
　
　
１
人
程
度

▽
診
療
情
報
管
理
士
　
１
人
程
度

◆
受
験
資
格

●

年
齢
制
限

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

●

そ
の
他
の
受
験
資
格

　

各
試
験
区
分
に
必
要
な
免
許
取

得
者
か
、
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

●

申
込
書
・
試
験
案
内
の
請
求

▽
左
記
で
配
布
し
ま
す
。

▽
郵
送
で
の
請
求
は
、封
筒
に
『
採

用
試
験
申
込
書
請
求
』
と
朱
書

き
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
込
・
問
合
先

　
〒
８
４
９
‐
４
１
９
３
　

　
有
田
町
二
ノ
瀬
甲
８
６
０
番
地

　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
事
務
局

　
　
　
　
　  

（
　
☎
46
‐
２
１
２
１
）

●

研
修
地
　
沖
縄
本
島
・
渡
嘉
敷
島

●

内
　
容
　

　
海
洋
研
修
、
キ
ャ
ン
プ
、
交
流

会
、
平
和
学
習
な
ど

●

期
　
間
（
５
泊
６
日
）

　
８
月
４
日
（
金
）
〜
９
日
（
水
）

●

募
集
人
数
・
参
加
費

▽
小
学
５
・
６
年
生
　
４
万
５
０
０
０
円

▽
中
学
生
　
５
万
円

※
小
中
学
生
合
わ
せ
て
30
人
程
度

▽
高
校
生
な
ど
　
３
万
円

　
若
干
名
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
枠
）

●

募
集
期
間
　

　
５
月
8
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

●

応
募
方
法
　

　
申
込
書
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
提
出

※
申
請
書
は
右
の
施
設
に
備
え
付
け

て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
先

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
　
青
少
年

　
育
成
市
民
会
議
事
務
局

　
　
　
　
　  

（
　
☎
22
‐
１
２
６
２
）

二
十
歳
の
集
い
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す

伊
万
里
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に

学
習
支
援
を
し
て
い
ま
す

伊
万
里
有
田
共
立
病
院

職
員
を
募
集
し
ま
す

31 2023.5広報伊万里



暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

広告広告

試

験

お

知

ら

せ

募

集

①
７
月
４
日
（
火
）
〜

10
月
31
日
（
火
）

②
７
月
４
日
（
火
）
〜

11
月
30
日
（
木
）

●

場
　
所

①
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
（
佐
賀
市
）

②
ヤ
マ
サ
キ
ビ
ル
（
武
雄
市
）

●

入
校
選
考
日

　
６
月
20
日
（
火
）

●

受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
限

　
５
月
30
日
（
火
）

●

応
募
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
佐
賀
県
立
産
業
技
術
学
院
就
職

支
援
課

（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

●

募
集
訓
練
科

　
電
気
設
備
施
工
科

●

募
集
人
数
　
15
人

●

訓
練
期
間

　
７
月
４
日
（
火
）
〜

12
月
26
日
（
火
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
（
佐

賀
市
）

●

入
所
選
考
日

　
６
月
８
日
（
木
）

※
筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

◆
刈
払
機
安
全
講
習

●

日
　
程
　
６
月
22
日
（
木
）

●

場
　
所

　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
九
州
株
式
会
社

佐
賀
教
習
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
）

●

内
　
容
　
刈
払
機
な
ど
の
使
用

に
つ
い
て
、
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
、
技
術
と
知
識
を
学
び
ま
す
。

●

募
集
期
限
　

　
６
月
12
日
（
月
）

●

対
象
者

▽
県
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
人

▽
受
講
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
入
会
を
希
望
す
る
人

●

受
講
料
　
無
料

●

問
合
先

　
公
益
社
団
法
人
佐
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
９
５
２
‐
20
‐
２
０
１
１
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
基
礎
活
用
科

②
Ｗ
e
ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
科

●

募
集
人
数
　
各
20
人

●

訓
練
期
間

セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
限

　
５
月
31
日
（
水
）

●

応
募
方
法

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

募
書
類
を
提
出

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
訓
練
課

（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
９
５
１
６
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

②
電
気
設
備
技
術
科

③
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

④
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

※
④
は
企
業
実
習
付
き
の
た
め
、
お

お
む
ね
55
歳
未
満
の
人
が
対
象

●

募
集
人
数

　
①
、
②
、
③
各
15
人

　
④
12
人

●

訓
練
期
間

　
７
月
４
日
（
火
）
〜12

月
25
日
（
月
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

（
佐
世
保
市
）

●

入
所
選
考
日

　
６
月
７
日
（
水
）

※
筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
佐
世
保
で
実
施

職
業
訓
練
受
講
生

（
７
月
入
所
・
佐
賀
）

職
業
訓
練
受
講
生

（
７
月
入
所
・
佐
世
保
）

委
託
訓
練
受
講
生

（

７

月

開

講

）

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
限
　
５
月
29
日
（
月
）

●

応
募
方
法

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

募
書
類
を
提
出

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保
訓
練
課

（
☎
０
９
５
６
‐
58
‐
３
１
１
８
）

●

日
　
時
　
７
月
９
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分
集
合

●

場
　
所
　
佐
賀
市

●

受
付
期
間

▽
書
面
申
請

　
５
月
19
日
（
金
）
〜

６
月
１
日
（
木
）

※
６
月
１
日
の
消
印
ま
で
有
効

※
申
請
書
類
は
、
伊
万
里
消
防
署
と

各
分
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▽
電
子
申
請

　
５
月
16
日
（
火
）
〜
５
月
29
日

（
月
）
午
後
５
時

※
電
子
申
請
の
方
法
は
、
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
消
防
署
消
防
３
課

（
☎
23
‐
２
１
１
８
）

募
　
　
集

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保

育
成
事
業
参
加
者

試
　
　
験

消

防

設

備

士
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a発行日／毎月第２土曜日朝刊折込
a折込エリア／伊万里・有田・山内・福島・波佐見・今福・

鷹島・武雄（一部）・北方 32,960枚
a折込紙／佐賀・西日本・朝日・毎日・読売新聞
a掲載料／１枠（タテ８㎝×ヨコ６㎝）１回 ￥15,000（税抜）

山口印刷株式会社
TEL 0955-22-5188
https://www.yamain.com/

広告募集
お申し込みは

広告

５月の巡回日
● 問合先　市民図書館（　 ☎ 23-4646）

５月の休館日

新刊案内
　
あ
る
日
、
ゆ
う
た
に
届
い
た
３
枚

の
は
が
き
。
そ
れ
は
、
ナ
メ
ヨ
、
ガ

マ
コ
、
ニ
ョ
ロ
ミ
か
ら
の
招
待
状
で

し
た
。
３
人
が
誰
な
の
か
疑
っ
て
み

た
も
の
の
、
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た

ゆ
う
た
は
、
招
待
さ
れ
た
場
所
へ
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ナ
メ
ヨ
と
は

一
緒
に
絵
を
描
き
、
ガ
マ
コ
と
は
ご

飯
を
食
べ
て
、
最
後
は
ニ
ョ
ロ
ミ
の

所
へ
。
踊
り
疲
れ
た
ゆ
う
た
が
家
に

帰
ろ
う
と
す
る
と
…
。

　
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
著
者
が

思
い
つ
い
た
『
持
ち
運
べ
る
災
害
ラ

ジ
オ
局
』。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
『
バ
ッ

ク
パ
ッ
ク
ラ
ジ
オ
』
と
し
て
実
用
化

さ
れ
、
災
害
大
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
火
山
地
帯
に
配
備
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
特
定
の
地
域
へ
支
援
情

報
を
伝
え
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
の

は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
で

し
た
。
火
山
災
害
や
阪
神
・
淡
路
大

震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
体
験
か
ら
、

小
さ
な
ラ
ジ
オ
が
も
た
ら
す
防
災
や

地
域
活
性
化
の
力
を
伝
え
ま
す
。

日 巡 回 場 所 時　間

19 日
（金）

ケアハウスいまり 11:30~
伊万里ふるさと村 12:00~
原 屋 敷 公 民 館 14:00~

23 日

（火）

楽 寿 園 14:00~
ユ ー ト ピ ア 14:00~

24 日

（水）

る り こ う 苑 10:30~
西 光 苑 14:00~
ケアセンターくちいし 15:00~

26 日

（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30~
Ｊ Ａ 東 部 支 所 14:00~
こどもハートフル
センターひまわり園 14:00~

デイあさひ／かりん 14:40~

※ このほか、保育園や小学校、
企業を巡回しています。

　 各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。15 〜 30 分です。

日 巡 回 場 所 時　間
９日
・

30 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
山 口 病 院 14:15~

12 日

（金）

田 代 公 民 館 11:30~
グループホームげんき 13:40~
南波多水留バス停前 14:00~
デ イ な が や ま 14:30~

16 日

（火）

伊万里鍋島焼会館 10:30~
国 見 公 民 館 11:30~
JA 滝 野 出 張 所 14:00~
国 見 団 地 集 会 所 14:30~

17 日

（水）

大 川 内 鼓 バ ス 停 横 11:00~
西 田 病 院 14:00~
向 陽 園 14:00~

18 日

（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

おはなし会を再開します
　新型コロナウイルス感染症の影響で、
開催を制限していた『おはなし会』と乳
幼児向けのおはなし会『おはなし 012』
を再開します。

◆おはなし会
　日　時　毎週土曜日　午後２時 30 分
◆おはなし 012
　日　時　第３木曜日　午前 11 時
※場所は、いずれものぼりがまのお部屋

『三まいのはがき』

おくやま  ゆか／作
福音館書店

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

試

験

瀬戸 義章／著
英治出版

『雑草ラジオ』

４月 23 日〜５月 12 日は
『こどもの読書週間』です

　『目で見る 手で見る 心で感じる お
はなしの世界』をテーマに、誰もが楽
しめる絵本や布絵本などを企画展示室
で展示します。

１・３・４・８・15・22・29 日
25 日（館内整理休館日）
※５日（こどもの日）は特別開館日
　午前 10 時〜午後６時
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休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日　午後８時〜 10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください（☎ 23-9910）。

◆ 子どもの健診　　　健診は、母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３〜４か
月になるとき 令和５年２月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

・  乳児一般健康診査受診票と
母子健康手帳を持参してく
ださい。

・ 乳児一般健康診査受診票は、
市の保健師が各家庭に『赤
ちゃん訪問』をするときに
渡します。

10 か月児健診 生 後 10 〜 11
か月になるとき 令和４年７月生

１歳６か月児健診 ５月 11 日（木） 令和３年 10 月生

身体測定、歯科・内
科診察、相談、フッ
化物塗布（希望者の
み 300 円）

市民センター

・ 対象者には通知します。時
間を分けて案内しますの
で、指定された時間に来て
ください。

・ 問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 ５月 18 日（木） 令和元年９月生

 身体測定、目の屈折
検査、歯科・内科・
耳鼻科診察、相談

● 問合先　健康づくり課（　☎ 22-3916）

◆ 相談など　　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので、前日までに電話で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

市民健康相談 ５月９日（火） 特定健診結果が気に
なる人など

管理栄養士・保健師による相談、体成分
分析器での筋肉・脂肪量の測定 午前９時〜午後３時

ストレスケア相談 ５月９日（火） 原則 40 歳未満の人 臨床心理士による相談 午前９時〜午後３時

妊産婦乳幼児相談 ５月 15 日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・栄養・歯科相談、おっ
ぱい相談、離乳食相談など 午前９時 30 分〜 11 時

妊婦歯科健診 ５月 15 日（月） 妊　婦 歯科医師による歯科健診と相談 午前10時〜11時30分

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ

　妊婦を対象とした歯科健診を市民センターで、令和５年４月から毎月１回行っています。

　妊娠中は、ホルモンバランスや口内環境が変化することから歯周病やむし歯になりやすいため、ふだん以上に気

をつける必要があります。また、妊婦が歯周病にかかっていると、早産や低体重児出産の原因になったり生まれて

くる赤ちゃんがむし歯菌に感染したりするともいわれています。

　生まれてくる赤ちゃんのためにも歯と口の健康を保つことが大切です。体調が良いときに歯科健診を受けましょう。

● 対象者　市内在住の妊婦

● 開催日
　おおむね第３月曜日の妊産婦乳幼児相談実施と併せ

て開催

※開催日は、市ホームページで確認してください。

● 開催時間　10 時〜 11 時 30 分

● 場　所　市民センター２階　健康推進室

● 料　金　無料

● 申込方法　電話

※必ず予約してください。

● 申込先　

　健康づくり課（☎ 22-3916）

妊娠したら妊婦歯科健診（無料）を受けましょう
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５月の市民相談

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（10・24 日）

午前 10 時〜
午後３時

市民相談室
まちづくり課
市民相談室
23-2133

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（17 日）

午前 10 時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（18 日）

午前 10 時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（2・16 日）

午前 10 時〜
正午

不動産相談
※要予約

第２木曜日
（11 日）

午前 10 時〜
午後３時

行政相談 第３金曜日
（19 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前９時〜
午後４時

市民相談室
消費生活セ
ンター
23-2136

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

月〜金曜日
※祝日は除く

午前９時〜
午後４時

オンライン
相談

収納管理課
滞納整理係
23-2152

年金相談
※要予約

金曜日、第１月
曜日（１日）

午前９時30分〜
午後３時 30分

面接室

唐津年金事
務所
0955-72-
5161

身障者相談 第４木曜日
（25 日）

午前 10 時〜
午後３時

面接室 福祉課障が
い福祉係
23-2156心の健康相談 月・火・木・金曜日

※祝日は除く
午前 10 時〜

午後３時
福祉課障が
い福祉係

女性相談
※面談は要予約

月〜金曜日
※祝日は除く

午前９時〜
午後４時

相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金）
▷ 090-2858-3520

（火・木）

空き家相談
※要予約

第３木曜日
（18 日）
※ ７・８・11・

令和６年１・
３月開催予定

午前 10 時〜
正午

面接室

都市政策課
住宅・空家
対策係
23-2464

５月の行事

市 民 図 書 館 ☎ 23-4646

● こどもの読書週間展示〔企画展示室〕
　２日（火）〜 12 日（金）

● 一般上映会〔ホール〕
　17 日（水）、28 日（日）午後２時 30 分

『モリのいる場所』（99 分）

● いきいき音読教室〔洋会議室〕
　16 日（火）午前 10 時 30 分

● ブックスタート〔ホール〕
　25 日（木）午後２時〜３時

※休館日ですが、対象者は入館できます。

● いまり菜の花の会図画展〔展示ホール〕
　31 日（水）〜６月７日（水）

※休館日は除きます。

市民センター ☎ 22-3911

●  青少年健全育成支援チャリティーコン
サート〜ＪＯＹ倶楽部アンサンブル〜

　13 日（土）午後３時開演

（☎ 23-4753）

● チャリティー上映会『お終活』
　27 日（土）

▷午後２時 30 分開演

▷午後６時 30 分開演

（☎ 090-3329-7747　榎本 )

● 問合先　環境政策課脱炭素社会推進室
（　 ☎ 23-2144）

■ 出　典 : 環境省『ゼロカーボンアクション 30』ホームページ
　https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-action30/

　自動車の二酸化炭素（CO2）排出量は、家庭からの排出量の約４分の
１を占めます。徒歩や自転車、公共交通機関など、自動車以外の移動手
段の選択やエコドライブの実施、カーシェアリングの利用など、スマー
トムーブに積極的に取り組みましょう。
▷エコドライブで燃費が 20 ㌫改善された場合・・・・148kg/ 人
▷自家用車をカーシェアリングに置き換えた場合・・・213kg/ 人

【今月のテーマ】　スマートムーブで移動をエコに

CO2の少ない
交通手段を選ぼう！

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

試

験

● 相談時間　午前９時〜午後４時
● 相談方法　電話、面接、訪問

※面接・訪問相談は、予約制です。
● 相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金曜日）

▷ 090-2858-3520（火・木曜日）
● 問合先
　企画政策課男女協働推進係（☎ 23-2115）

消費生活センターを知っていますか？消費生活センターを知っていますか？

　消費生活センターでは、専門の相談員が主に消費者
と事業者の間で生じる契約に関するトラブルの相談を
受け付けています。例えば、身に覚えがない請求はが
きやメールが届いたり、事業者から不審な電話がかかっ
てきたり頼んだ覚えがない商品が届いた場合など、心
配や不安に思うことがあれば、一人で悩まずに早めに
相談してください。

　消費生活センターは、市役所１階の市民相談室内に
あります。身近な相談窓口として気軽に利用してくだ
さい。
● 相談先　市消費生活センター（☎ 23-2136）

　　　　　消費者ホットライン（☎ 188〔いやや〕）
● 問合先　まちづくり課市民相談室（☎ 23-2133）
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表

紙

４月 12 日、山代西小学校で交通安全
キャンペーンがありました。いまりん
モーモちゃんから交通安全のチラシを
受け取った緊張気味の新１年生。入学
式を前に交通安全の約束をしました。

2
特 集
　地域を守る消防団

〜地元愛が原動力〜

6 みんなの広場
7 教育と文化
8 ほがらかページ
10 スポーツ

11 インフォメーション
11 伊万里市民賞
　  第 32 回どっちゃん祭り開催
12 議会報告
13 子どもの医療費助成制度の拡大
14 ＳＡＧＡ 2024 リハーサル大会
15 スポＧＯＭＩ＆ビーチバレー体験会
16 組織体制の強化と人事異動
18 固定資産税の納税通知書発送
19 防災行政無線を活用した訓練放送
　  災害情報の多言語配信サービス開始
　  令和 5 年 10 月採用市職員の募集
20 市国保健康マイレージ事業
　  骨髄移植ドナー助成金
　  養育費確保支援事業
21 まちづくり出前講座
22 移住・定住を推進しています
24 ヤングケアラーを知っていますか
25 身近な相談役 障がい者相談員
　  狂犬病予防注射の再実施
　  使用済小型充電式電池の回収
26 伊万里商工会議所女性部が寄贈
　  伊万里市農業協同組合が寄贈
　  堤春夫さんが市に寄付
　  地域おこし協力隊員着任
　  ご寄付ありがとうございました
27 初代外国語指導助手が訪問
　  児童福祉週間
　  ３市町広域連携企画！

28 暮らしのチャンネル
28 お知らせ・募集・試験
33 こんにちは図書館です
34 保健だより
35 市民相談ほか

令和５年４月１日現在

● 人口　52,428人　 （− 187）
　　男　25,510 人　 （−  93）
　　女　26,918 人　 （−  94）
● 世帯　23,613 世帯（＋ 　 3）

（　）は前月比

人の動き

納期限は５月 31 日（水）です
▶口座振替日　５月 26 日（金）

◆平日の夜間にも受け取ることができます
　火・木曜日（祝日を除く）は、午後７時 35 分まで
◆土・日曜日にも受け取ることができます
　 13 日（土）、14 日（日）、27 日（土）、28 日（日）
　時間は、午前 8 時 30 分〜午後０時 50 分
◆マイナンバーカードの受け取りは事前予約制です
　マイナンバーカードができたら、市民課から通知を郵送します。
　事前に、受け取り日時を予約して、市民課に来てください。
▷ スマートフォンで、通知に掲載の２次元コード（ＱＲコード）
　を読み込んで予約
▷問合先に、電話で予約
● 問合先　市民課窓口係（　 ☎ 23-2143）

◆マイナポイントの申し込みには、マイナンバーカードが必要です
　 ただし、令和５年２月末までに、マイナンバーカードの申請をした

人が対象です。
　マイナポイントの申込期限は、９月 30 日（土）まで延長されました。
● 問合先　企画政策課企画２係（☎ 23-2124）

　納期限までに納付してください。

固定資産税【第１期、全期前納】

● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23-2152）

マイナンバーカードの受け取りはお早めに！
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